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 この記録は、令和元年７月２１日執行の第２５回参議院議員通常選挙の結

果をまとめたものです。  

 今回の選挙は、平成３０年７月２５日の公職選挙法一部改正により、参議

院比例区においては、政党が優先的に当選人となるべき候補者の順位を定め

ることができる「特定枠制度」が適用され、改正前の参議院議員定数の半分

である改選数１２１に定数３増を加えた１２４議席を争うことになりまし

た。  

選挙の結果は、自民党、公明党の連立与党が、改選定数１２４の過半数を

超える計７１議席を獲得しましたが、憲法改正案の発議に必要な参議院の３

分の２を確保できませんでした。  

全体 (選挙区 )の投票率は、４８．８０％で、前回選挙の５４．７０％を５．

９０ポイント下回り、平成７年の４４．５２%に次いで国政選挙としては過

去 2 番目に低くなり、本市においても、４４．４２％で、前回選挙の５１．

４９％を７．０７ポイント下回りました。 

今後も迅速かつ正確な選挙の執行と投票率の向上を目指して引き続き選

挙事務の改善に努めていきます。終わりに、関係者皆様の選挙執行に対する

御理解・御協力により、事故なく執行できましたことに心から御礼申し上げ

ます。  

 

 

平塚市選挙管理委員会  
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選挙
期日
前（後）

 月 日 曜日 主　　　な　　　内　　　容 関係法令

174 1月28日 月 通常国会開会

候補者等の政治活動用ポスター掲示禁止期間始期（～7/21） 法143⑯⑲

83 4月29日 月 後援団体の寄附禁止強化期間始期（～7/21） 法199の2、199の5

59 5月23日 木 市区町村選挙管理委員会選挙係長会議〔県庁〕

53 5月29日 水 直接請求署名収集禁止期間始期（～7/21） 自治令92

51 5月31日 金 部長会議（総務部長説明）

在外投票（郵便等投票）用投票用紙等受領

48 6月3日 月 選挙管理委員会（6月定例会）

47 6月4日 火 平塚郵便局との打合せ

40 6月11日 火 投・開票システム操作説明会〔県庁〕

33 6月18日 火 選挙人名簿登録の移替え延期期間始期（～7/21） 令17

31 6月20日 木 不在者投票用封筒類受領

ポスター掲示場設置開始

30 6月21日 金 第1次物品（期日前・不在者投票関係用紙）受領

27 6月24日 月 投・開票速報システムデータ通信テスト

26 6月25日 火 平塚警察署へ警備依頼

25 6月26日 水 通常国会閉会

選挙期日閣議決定

第1回投・開票速報リハーサル

臨時職員雇用開始（～7/25）

23 6月28日 金 選挙管理委員会（6月臨時会①）

20 7月1日 月 投票所入場整理券発送 令31①

19 7月2日 火 記者説明

期日前投票所（公民館）応援職員説明会〔市役所本館〕

18 7月3日 水 選挙管理委員会（7月定例会）

選挙時登録の基準日・登録日・同報告 法22③、令22-1

不在者投票用紙等事前発送開始
令53①、59の4④、
65の13①

期日前投票所臨時職員説明会〔市役所本館〕

17 7月4日 木 【選挙期日の公示日】 法32②

候補者届け出状況の受信

公営施設使用個人演説会等開催申出受理開始 法163　令112①

開票立会人届出受理開始 法62①　令69

選挙事務所設置（異動）届受理開始 法130②

在外選挙人名簿の登録中止 法30の6③

選挙人名簿及び在外選挙人名簿の閲覧中止
法28の2、28の3、30
の12

期日前投票所（市役所本館）応援職員説明会〔市役所本館〕

選挙管理委員会（7月臨時会①）
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選挙
期日
前（後）

 月 日 曜日 主　　　な　　　内　　　容 関係法令

投票記載所の候補者氏名等掲示の掲載順序のくじ施行（選挙区） 法175③

投票記載所の政党名等掲示の掲載順序の通知受理（比例代表）

16 7月5日 金 期日前投票・不在者投票開始〔市役所本館〕 法48の2、49

在外投票（郵便等投票・在外公館投票・国内における投票）開始
法49の2、令65の4、
65の12、65の13

併任職員辞令交付

広報ひらつか7月第1金曜日号にて選挙の周知

開票所打合せ〔ひらつかｻﾝ･ﾗｲﾌｱﾘｰﾅ〕

15 7月6日 土 公営施設使用個人演説会開始 法163

14 7月7日 日

13 7月8日 月 当日投票システム操作説明会〔市役所本館〕

期日前投票状況（第1回中間集計）報告

12 7月9日 火

11 7月10日 水 選挙公報受領

10 7月11日 木 投票事務説明会〔教育会館〕

9 7月12日 金 選挙公報補完場所送致 法170②

選挙公報新聞折込み 法170②

票せん類、点字候補者名簿受領

街頭啓発〔平塚駅周辺〕

8 7月13日 土 選挙公報補完場所送致 法170②

7 7月14日 日 期日前投票・不在者投票開始〔金目・神田・金田公民館〕 法48の2、49

6 7月15日 月 在外公館投票最終日 法49の2①

期日前投票状況（第2回中間集計）報告

5 7月16日 火 第2回投・開票速報リハーサル

投票日用投票用紙受領

名簿届出政党等の名称等の掲示受領

4 7月17日 水 郵便等による不在者投票の投票用紙等交付請求期限 令59の4①

郵便等による在外投票用投票用紙等交付請求期限 令65の11①

開票事務説明会〔教育会館〕

3 7月18日 木 投票所へ投票器材の搬入（直送分含む）

開票立会人届出最終日 法62①

選挙管理委員会（7月臨時会②）

開票立会人くじ施行 法62

2 7月19日 金 選挙公報配布期限 法170①

投・開票速報送信テスト

1 7月20日 土 期日前投票・不在者投票最終日 法48の2、49

投票事務物品の引渡し

投票所へ投票器材の搬入（直送分）

投・開票速報送信テスト

期日前投票状況（第3回中間集計）報告
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選挙
期日
前（後）

 月 日 曜日 主　　　な　　　内　　　容 関係法令

0 7月21日 日 【選挙期日】

選挙人名簿抄本の送付 令28

在外選挙人名簿抄本の送付 令28、65の13

投票日用投票用紙の送付

期日前投票最終集計報告

≪投票≫〔48投票区投票所〕

不在者投票を指定投票区の投票管理者へ送致 令60②、61②

在外投票を指定在外選挙投票区の投票管理者へ送致
令65の7、65の12、
65の13

期日前投票の投票箱等を開票管理者へ送致 法48の2、令49の11

投票箱等を開票管理者へ送致 法55

≪開票≫〔ひらつかｻﾝ･ﾗｲﾌｱﾘｰﾅ〕

開票速報

(1) 7月22日 月 開票結果報告（県庁） 法66③　令74

投票所から投票器材の搬出（直送分）

ポスター掲示場撤去開始

在外選挙人名簿の登録再開 法30の6②

(2) 7月23日 火 投票所から投票器材の搬出

(3) 7月24日 水 ポスター掲示場撤去完了

(4) 7月25日 木 臨時職員雇用終了

(8) 7月29日 月 選挙人名簿及び在外選挙人名簿抄本の閲覧再開
法28の2、28の3、30
の12

(15) 8月5日 月 第1回選挙運動費用収支報告書提出期限 法189①

(30) 8月20日 火 選挙訴訟提起期限（選挙区） 法204

(32) 8月22日 木 当選訴訟提起期限（選挙区） 法208

(33) 8月23日 金 供託物返還・没収開始（選挙区） 令93②
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２　立候補者

（１）立候補者数及び定数

（２）立候補者の氏名、名簿届出政党等の名称等

　ア　参議院神奈川県選出議員選挙

届出
受理
番号

届出
の別

性別
新現
元別

1
本人
届出

男 新

2
本人
届出

女 現

3
本人
届出

女 新

4
本人
届出

女 新

5
本人
届出

男 新

6
本人
届出

男 新

7
本人
届出

男 新

8
本人
届出

女 現

9
本人
届出

男 新

10
本人
届出

男 新

11
本人
届出

男 現

12
本人
届出

女 新

13
本人
届出

男 現

14
本人
届出

男 新

参議院神奈川県選出議員選挙

乃木
のぎ

　涼介
りょうすけ

（高峰　祥宏）

参議院比例代表選出議員選挙

住　　　　　所

東京都江東区有明1丁目4番11-
710号

党　派 職　業

神奈川県横浜市港北区篠原町
2623番地1ｶｯｽﾙ菊名506

ふ　り　が　な

候補者の氏名

佐々木
ささき

　さやか

（山口　さやか）

公明党 参議院議員

国民民主党 政党役員

候補者数 定数

50

14 4

昭和39年
8月23日
（満54歳）

155

松沢
まつざわ

　しげふみ

（松沢　成文）

東京都世田谷区奥沢5丁目5番6
号

昭和33年
4月2日
（満61歳）

日本維新の
会

参議院議員

榎本
えのもと

　たいし

（榎本　太志）

東京都世田谷区奥沢7丁目24番
17号

昭和52年
9月20日
（満41歳）

オリーブの木 司会業

島村
しまむら

　大
だい 神奈川県横浜市青葉区市ケ尾

町513番地21

昭和35年
8月11日
（満58歳）

自由民主党 参議院議員

あさか　由香
ゆか

（浅賀　由香）

神奈川県横浜市鶴見区東寺尾
中台27-12-4

昭和55年
3月23日
（満39歳）

日本共産党 政党役員

林
はやし

　大
だい

祐
すけ

（　　　　　　　）

神奈川県川崎市高津区下作延7
丁目14番2号

昭和51年
7月6日
（満43歳）

NHKから国民
を守る党

会社社長

加藤
かとう

　友行
ともゆき

（　　　　　　　）

神奈川県川崎市麻生区虹ケ浜1
丁目7番10号

昭和38年
12月30日
（満55歳）

安楽死制度を
考える会

会社役員

あくつ　孝行
たかゆき

（圷　孝行）

神奈川県藤沢市西富1丁目6番
3-403号

昭和25年
4月8日
（満69歳）

労働の解放を
めざす労働者

党
無職

牧山
まきやま

　ひろえ

（牧山　弘惠）

神奈川県横浜市中区本牧和田
21番9号

昭和39年
9月29日
（満54歳）

立憲民主党 参議院議員

澁谷
しぶや

　貢
みつぎ

（　　　　　　　）

神奈川県川崎市高津区末長2丁
目24番15号

昭和12年
4月6日
（満82歳）

無所属
澁谷企画代

表

森下
もりした

　正勝
まさかつ

（　　　　　　　）

神奈川県横浜市戸塚区鳥が丘
22番地3

昭和18年
8月1日
（満75歳）

無所属 自営業

女性相談室
主宰

いき　愛子
あいこ

（壹岐　愛子）

神奈川県横浜市鶴見区鶴見1丁
目12番36-203号

昭和60年
9月14日
（満33歳）

幸福実現党 団体職員

選挙の種類

名簿届出政党等数　13

備　　考

相原
あいはら

　りんこ

（大泉　倫子）

神奈川県藤沢市片瀬海岸1丁目
12番13-402号

昭和35年
11月13日
（満58歳）

社会民主党

生年月日
（満　歳）

昭和56年
1月18日
（満38歳）
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　イ　参議院比例代表選出議員選挙

届出
受理
番号

名簿登
載者数

1 26

2 33

3 4

4 4

5 17

6 14

7 14

8 3

9 22

10 4

11 4

12 1

13 9

安楽死制度を考える会
東京都大田区蒲田4丁目22
番2号

佐野　秀光

れいわ新選組
東京都世田谷区桜丘5丁目
27番1号ハイエスト桜丘101

山本　太郎

安楽会

れいわ

労働の解放をめざす労働者党
東京都練馬区春日町1丁目
11番12号409号室

林　紘義

ＮＨＫから国民を守る党
千葉県船橋市本町1丁目11
番29-101号

立花　孝志

労働者党

Ｎ国党

幸福実現党 東京都港区赤坂2丁目10-8 釈　量子

立憲民主党
東京都千代田区平河町2丁
目12番4号ふじビル3階

枝野　幸男

幸福

りっけん

国民民主党
東京都千代田区永田町一丁
目11番1号三宅坂ビル

玉木　雄一郎

日本維新の会
大阪府大阪市中央区島之内
1-17-16三栄長堀ビル

松井　一郎

民主党

維新

社会民主党
東京都中央区湊3-18-17マ
ルキ榎本ビル5階

又市　征治

公明党 東京都新宿区南元町17番地 山口　那津男

社民党

公明

自由民主党
東京都千代田区永田町1丁
目11番23号

安倍　晋三

オリーブの木 千葉県船橋市夏見4-16-4 黒川　敦彦

自民党

オリーブ

政党等の名称

日本共産党

本部の所在地

東京都渋谷区千駄ヶ谷4丁
目26番７号

代表者の氏名

志位　和夫

略称

共産党

5



区分

選挙名

（２）時刻別投票状況（当日）

19時30分

9時00分

　9時00分

前回投票率との差（％） △7.00

10時00分

11時00分

11時00分

51.41

投票率
（％）

選
挙
区

20時00分〔確定〕

20時00分〔確定〕

18時00分

19時30分

16時00分 21.90

男

投票率（％）

投票者数

投票者数

比例代表

前回投票率（％） 52.32

14時00分

16時00分

不在者※ 394 381

35,018

775

95,664計

在　外 21 17

71,846

期日前※ 11,384 11,621 23,005

18時00分

当　日※ 36,828

24.16

18,500

区　　　分

10時00分

215,168

女

14時00分

1,100

23,005

前回投票率（％）

112

380

97

107,188

女

47,035

計

71,846

95,660

３　投票

（１）投票者数及び投票率

男

有権者数

国　内 107,980

（注）　※は在外選挙人を含まない。

209

選挙区

393

52.18

45.32

投票者数

当　日※

△6.86 △7.28 △7.07前回投票率との差（％）

36,827

48,625

11,385

773

35,019

11,620

投票率（％）

△6.98 △6.99

38

45.32

（注）在外選挙人を含まない。

44.4243.52

50.50

47,03748,627

4,300 10,650

11,250 8,700 19,950

3,8002,700

計

39,250

25,900 23,650 49,550

30,450 28,500 58,950

20,750

6,350

1.02 1.77

34,050 32,250 66,300

36,827 35,019 71,846

2.52

4.95

10.50 8.06 9.27

19.36 17.13 18.24

3.985.92

23.03

34.36 32.43 33.39

28.41 26.39 27.40

31.77 29.87 30.81

在　外

計

在　外

期日前※

不在者※

計

107,300 108,077 215,377

43.52 44.42

50.80

20 16 36

51.49
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（３）投票区別投票者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計

選挙区 849 825 1,674 42.49 39.19 40.80
比例代表 849 825 1,674 42.49 39.19 40.80
選挙区 578 582 1,160 42.10 40.25 41.15
比例代表 578 582 1,160 42.10 40.25 41.15
選挙区 789 802 1,591 41.35 39.49 40.39
比例代表 789 802 1,591 41.35 39.49 40.39
選挙区 992 1,005 1,997 47.40 43.53 45.37
比例代表 992 1,005 1,997 47.40 43.53 45.37
選挙区 929 931 1,860 41.34 38.58 39.91
比例代表 929 931 1,860 41.34 38.58 39.91
選挙区 870 905 1,775 44.16 41.96 43.01
比例代表 870 905 1,775 44.16 41.96 43.01
選挙区 606 601 1,207 35.40 35.69 35.54
比例代表 606 601 1,207 35.40 35.69 35.54
選挙区 611 605 1,216 34.21 32.54 33.36
比例代表 611 605 1,216 34.21 32.54 33.36
選挙区 433 460 893 31.56 30.20 30.85
比例代表 433 460 893 31.56 30.20 30.85
選挙区 1,118 1,009 2,127 32.02 29.81 30.93
比例代表 1,118 1,009 2,127 32.02 29.81 30.93
選挙区 662 661 1,323 30.48 28.64 29.53
比例代表 662 661 1,323 30.48 28.64 29.53
選挙区 956 885 1,841 31.41 29.34 30.38
比例代表 956 885 1,841 31.41 29.34 30.38
選挙区 1,111 1,014 2,125 31.56 28.67 30.11
比例代表 1,111 1,014 2,125 31.56 28.67 30.11
選挙区 742 757 1,499 39.83 37.61 38.67
比例代表 742 756 1,498 39.83 37.56 38.65
選挙区 567 499 1,066 31.71 27.91 29.81
比例代表 567 499 1,066 31.71 27.91 29.81
選挙区 973 967 1,940 37.82 35.34 36.54
比例代表 973 967 1,940 37.82 35.34 36.54
選挙区 608 542 1,150 38.85 34.81 36.84
比例代表 608 541 1,149 38.85 34.75 36.80
選挙区 754 662 1,416 35.73 31.07 33.39
比例代表 754 662 1,416 35.73 31.07 33.39
選挙区 780 728 1,508 37.41 32.53 34.88
比例代表 780 728 1,508 37.41 32.53 34.88
選挙区 682 662 1,344 34.34 32.26 33.28
比例代表 682 662 1,344 34.34 32.26 33.28
選挙区 736 715 1,451 35.97 33.57 34.75
比例代表 736 715 1,451 35.97 33.57 34.75
選挙区 472 434 906 29.19 28.37 28.79
比例代表 472 434 906 29.19 28.37 28.79
選挙区 608 517 1,125 33.91 29.99 31.99
比例代表 608 517 1,125 33.91 29.99 31.99
選挙区 706 584 1,290 32.47 32.52 32.49
比例代表 706 584 1,290 32.47 32.52 32.49
選挙区 741 642 1,383 27.31 26.55 26.95
比例代表 741 642 1,383 27.31 26.55 26.95
選挙区 958 845 1,803 30.20 27.41 28.82
比例代表 959 846 1,805 30.23 27.44 28.86
選挙区 724 643 1,367 31.56 29.50 30.55
比例代表 724 643 1,367 31.56 29.50 30.55
選挙区 484 491 975 31.15 29.23 30.15
比例代表 484 491 975 31.15 29.23 30.15
選挙区 615 576 1,191 36.26 34.14 35.21
比例代表 615 576 1,191 36.26 34.14 35.21

（注）　※は在外選挙人を含まない。

2,895

1,373 1,446

1,908 2,031 3,939

1,372

投票者数
投票所

1 市立なでしこ公民館 1,998 2,105 4,103

選挙名
投
票
区

当日有権者数

8 市立太洋中学校

17

18

19

20

21

14 平塚栗原ホーム

25

南原自治会館

市立中原小学校

市立大原公民館

3,645

1,523

2,157

10

6,060

13 市立崇善小学校

市立松原小学校

市立中原中学校

2,085

3,492

市立富士見小学校

1,859

2,093

1,786

11 平塚市役所

12

県立平塚看護大学校

市立真土小学校

23

2,309 4,402

2,247 2,413 4,660

1,712

1,970 4,127

1,684 3,396

　　　投票率（％）　

2,819

なぎさふれあいセンター

5 市立花水公民館

6 旧神奈川ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｶﾚｯｼﾞ1号館

2 県立平塚工科高等学校

3 市立なでしこ小学校

7 港ベイサイドホール

9 市立港小学校

4

市立八幡公民館

15

22

24 市立八幡小学校

16 市立春日野中学校

市立大野中学校

27 市立大神公民館

26 市立神田公民館

市立さくら幼稚園

28 県営横内団地集会所

29 市立城島公民館

3,385 6,877

2,172 2,308 4,480

3,044 3,016

7,057

1,863 2,013 3,876

1,788 1,788 3,576

3,520 3,537

2,736 5,309

1,565 1,557 3,122

2,110 2,131 4,241

2,573

2,238 4,323

1,986 2,052 4,038

2,046 2,130 4,176

1,617 1,530 3,147

1,793 1,724 3,517

2,174 1,796 3,970

2,713 2,418 5,131

3,172 3,083 6,255

2,294 2,180 4,474

1,554 1,680 3,234

1,696 1,687 3,383
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男 女 計 男 女 計 男 女 計

投票者数
投票所 選挙名

投
票
区

当日有権者数 　　　投票率（％）　

選挙区 724 644 1,368 31.77 28.17 29.97
比例代表 724 644 1,368 31.77 28.17 29.97
選挙区 1,332 1,222 2,554 31.25 28.14 29.68
比例代表 1,332 1,222 2,554 31.25 28.14 29.68
選挙区 1,489 1,420 2,909 34.67 32.70 33.68
比例代表 1,489 1,420 2,909 34.67 32.70 33.68
選挙区 807 825 1,632 29.94 31.39 30.66
比例代表 807 825 1,632 29.94 31.39 30.66
選挙区 885 829 1,714 42.75 38.90 40.80
比例代表 885 829 1,714 42.75 38.90 40.80
選挙区 887 843 1,730 34.09 32.55 33.32
比例代表 887 843 1,730 34.09 32.55 33.32
選挙区 580 556 1,136 34.90 31.94 33.38
比例代表 580 556 1,136 34.90 31.94 33.38
選挙区 393 342 735 36.29 31.52 33.90
比例代表 393 342 735 36.29 31.52 33.90
選挙区 530 465 995 26.54 24.37 25.48
比例代表 530 465 995 26.54 24.37 25.48
選挙区 738 666 1,404 29.54 27.15 28.36
比例代表 738 666 1,404 29.54 27.15 28.36
選挙区 861 846 1,707 28.87 29.03 28.95
比例代表 861 846 1,707 28.87 29.03 28.95
選挙区 1,097 1,055 2,152 35.15 34.10 34.63
比例代表 1,097 1,055 2,152 35.15 34.10 34.63
選挙区 449 448 897 30.75 31.98 31.35
比例代表 449 448 897 30.75 31.98 31.35
選挙区 1,088 1,172 2,260 37.58 36.49 37.01
比例代表 1,088 1,172 2,260 37.58 36.49 37.01
選挙区 559 497 1,056 30.23 27.98 29.13
比例代表 559 497 1,056 30.23 27.98 29.13
選挙区 759 730 1,489 33.76 32.74 33.25
比例代表 759 730 1,489 33.76 32.74 33.25
選挙区 463 457 920 51.91 47.75 49.76
比例代表 463 457 920 51.91 47.75 49.76
選挙区 717 695 1,412 33.03 34.47 33.72
比例代表 717 695 1,412 33.03 34.47 33.72
選挙区 815 758 1,573 33.80 32.17 33.00
比例代表 815 758 1,573 33.80 32.17 33.00
選挙区 36,827 35,019 71,846 34.36 32.43 33.39
比例代表 36,828 35,018 71,846 34.36 32.43 33.39
選挙区 11,385 11,620 23,005
比例代表 11,384 11,621 23,005
選挙区 393 380 773
比例代表 394 381 775
選挙区 20 16 36
比例代表 21 17 38
選挙区 48,625 47,035 95,660 45.32 43.52 44.42
比例代表 48,627 47,037 95,664 45.32 43.52 44.42

（４）代理投票及び点字投票

区分

選挙名

125 23

127 23

112 97 209

比例代表

40 市立みずほ小学校

33 市立山城中学校

選挙区

48

74

51

53

期日前投票所 当日投票所

代理投票

計

74

期日前投票所 当日投票所

13

13

10

10

点字投票

計

30 市立豊田小学校

31 市立金田公民館

42 市立相模小学校

38 市立金目公民館

32 市立松延小学校

市立旭小学校

市立吉沢小学校

37

36

43 市立旭南公民館

市立勝原小学校

39 市立金旭中学校

34

市立土屋公民館

41 市立岡崎小学校

35

44 市立横内小学校

45 市立旭北公民館

46 ふじみ野自治会館

47 市立神明中学校

市立大野公民館

期日前投票※

不在者投票※

合　　　計

計

在外投票※

107,300 108,077 215,377

2,279 2,286 4,565

4,262 4,343 8,605

4,295 4,343 8,638

2,695 2,628 5,323

2,070 2,131 4,201

2,602 2,590 5,192

1,662 1,741 3,403

1,083 1,085 2,168

1,997 1,908 3,905

2,498 2,453 4,951

2,982 2,914 5,896

3,121 3,094 6,215

2,356 4,767

1,460 1,401 2,861

2,895 3,212 6,107

1,849 1,776 3,625

2,248 2,230 4,478

892 957 1,849

107,188 107,980 215,168

2,171 2,016 4,187

2,411
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（５）投票率の推移

当日有権者数 投票者数 投票率 当日有権者数 投票者数 投票率

（人） （人） （％） （人） （人） （％）

男 10,936 7,852 71.80 10,936 7,852 71.80

女 12,151 6,957 57.25 12,151 6,957 57.25

計 23,087 14,809 64.14 23,087 14,809 64.14

男 13,473 9,567 71.01 13,473 9,567 71.01

女 14,653 8,995 61.39 14,653 8,995 61.39

計 28,126 18,562 66.00 28,126 18,562 66.00

男 15,621 9,823 62.88 15,621 9,823 62.88

女 16,887 9,353 55.39 16,887 9,353 55.39

計 32,508 19,176 58.99 32,508 19,176 58.99

男 19,170 10,729 55.97 19,170 10,727 55.96

女 20,385 9,043 44.36 20,385 9,040 44.35

計 39,555 19,772 49.99 39,555 19,767 49.97

男 30,630 19,014 62.08 30,630 19,011 62.07

女 32,081 18,039 56.23 32,081 18,039 56.23

計 62,711 37,053 59.09 62,711 37,050 59.08

男 35,450 24,588 69.36 35,450 24,583 69.35

女 36,003 23,606 65.57 36,003 23,605 65.56

計 71,453 48,194 67.45 71,453 48,188 67.44

男 41,403 27,647 66.78 41,403 27,644 66.77

女 40,702 26,331 64.69 40,702 26,323 64.67

計 82,105 53,978 65.74 82,105 53,967 65.73

男 45,693 14,375 31.46

女 43,926 9,798 22.31

計 89,619 24,173 26.97

男 50,788 31,044 61.12 50,788 31,043 61.12

女 48,204 28,714 59.57 48,204 28,715 59.57

計 98,992 59,758 60.37 98,992 59,758 60.37

男 60,640 32,708 53.94 60,640 32,706 53.93

女 55,558 30,104 54.18 55,558 30,101 54.18

計 116,198 62,812 54.06 116,198 62,807 54.05

男 66,410 45,285 68.19 66,410 45,282 68.19

女 61,463 41,893 68.16 61,463 41,889 68.15

計 127,873 87,178 68.18 127,873 87,171 68.17

男 70,905 44,436 62.67 70,905 44,435 62.67

女 66,648 41,234 61.87 66,648 41,228 61.86

計 137,553 85,670 62.28 137,553 85,663 62.28

男 73,300 53,634 73.17 73,300 53,619 73.15

女 70,310 51,844 73.74 70,310 51,819 73.70

計 143,610 105,478 73.45 143,610 105,438 73.42

男 77,356 42,571 55.03 77,356 42,568 55.03

女 74,534 40,893 54.86 74,534 40,892 54.86

計 151,890 83,464 54.95 151,890 83,460 54.95

昭和46年6月27日

第12回 昭和55年6月22日

第13回 昭和58年6月26日

補欠
選挙

昭和42年2月12日

第8回

第9回

昭和43年7月7日

第10回 昭和49年7月7日

第11回 昭和52年7月10日

第5回 昭和34年6月2日

第6回 昭和37年7月1日

第7回 昭和40年7月4日

第4回 昭和31年7月8日

第2回 昭和25年6月4日

第3回 昭和28年4月24日

選挙区（地方区）

回数 執行年月日

比例代表（全国区）
性
別

第1回 昭和22年4月20日
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当日有権者数 投票者数 投票率 当日有権者数 投票者数 投票率

（人） （人） （％） （人） （人） （％）

選挙区（地方区）

回数 執行年月日

比例代表（全国区）
性
別

男 81,063 53,368 65.84 81,063 53,330 65.79

女 78,087 52,818 67.64 78,087 52,795 67.61

計 159,150 106,186 66.72 159,150 106,125 66.68

男 83,260 15,989 19.20

女 80,175 14,105 17.59

計 163,435 30,094 18.41

男 87,231 51,079 58.56 87,231 51,072 58.55

女 84,152 49,563 58.90 84,152 49,563 58.90

計 171,383 100,642 58.72 171,383 100,635 58.72

男 93,388 39,295 42.08 93,388 39,288 42.07

女 89,799 36,697 40.87 89,799 36,694 40.86

計 183,187 75,992 41.48 183,187 75,982 41.48

男 98,792 38,300 38.77 98,792 38,298 38.77

女 95,137 36,423 38.28 95,137 36,416 38.28

計 193,929 74,723 38.53 193,929 74,714 38.53

男 100,729 54,945 54.55 100,729 54,931 54.53

女 97,807 53,911 55.12 97,807 53,903 55.11

計 198,536 108,856 54.83 198,536 108,834 54.82

男 102,355 53,819 52.58 102,422 53,828 52.56

女 99,889 54,360 54.42 99,948 54,374 54.40

計 202,244 108,179 53.49 202,370 108,202 53.47

男 103,378 54,194 52.42 103,454 54,223 52.41

女 101,476 52,680 51.91 101,547 52,716 51.91

計 204,854 106,874 52.17 205,001 106,939 52.17

男 104,510 30,676 29.35

女 102,549 28,482 27.77

計 207,059 59,158 28.57

男 105,845 57,547 54.37 105,845 57,543 54.37

女 104,075 55,585 53.41 104,075 55,583 53.41

計 209,920 113,132 53.89 209,920 113,126 53.89

男 105,967 27,324 25.79

女 104,774 23,319 22.26

計 210,741 50,643 24.03

男 105,766 56,178 53.12 105,766 56,184 53.12

女 104,880 54,097 51.58 104,880 54,101 51.58

計 210,646 110,275 52.35 210,646 110,285 52.36

男 105,426 55,165 52.33 105,426 55,163 52.32

女 105,472 53,266 50.50 105,472 53,268 50.50

計 210,898 108,431 51.41 210,898 108,431 51.41

男 106,878 55,772 52.18 106,878 55,763 52.17

女 107,403 54,562 50.80 107,403 54,557 50.80

計 214,281 110,334 51.49 214,281 110,320 51.48

第24回 平成28年7月10日

補欠
選挙

平成21年10月25日

第22回 平成22年7月11日

第23回 平成25年7月21日

第20回 平成16年7月11日

補欠
選挙

平成17年10月23日

第21回 平成19年７月29日

第17回 平成7年7月23日

第18回 平成10年7月12日

第19回 平成13年7月29日

補欠
選挙

昭和62年11月1日

第15回 平成元年7月23日

第16回 平成4年7月26日

第14回 昭和61年7月6日
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当日有権者数 投票者数 投票率 当日有権者数 投票者数 投票率

（人） （人） （％） （人） （人） （％）

選挙区（地方区）

回数 執行年月日

比例代表（全国区）
性
別

男 107,300 48,625 45.32 107,300 48,627 45.32

女 108,077 47,035 43.52 108,077 47,037 43.52

計 215,377 95,660 44.42 215,377 95,664 44.42

第25回 令和元年7月21日

※第12回（昭和55年6月22日執行）、第14回（昭和61年7月6日執行）は衆参同日選挙
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　　　　　（参議院神奈川県選出議員選挙）
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４　期日前投票及び不在者投票

（１）期日前投票所別投票者数

男 女 計 男 女 計

126 115 241 126 115 241

244 158 402 244 158 402

326 252 578 326 252 578

359 283 642 359 283 642

339 324 663 339 324 663

453 420 873 453 420 873

327 360 687 327 360 687

339 337 676 339 337 676

577 512 1,089 577 512 1,089

1,270 1,163 2,433 545 489 1,034

1,137 1,118 2,255 589 564 1,153

931 980 1,911 463 443 906

1,118 1,303 2,421 655 729 1,384

1,005 1,232 2,237 582 677 1,259

1,038 1,182 2,220 619 678 1,297

1,796 1,881 3,677 1,019 1,058 2,077

11,385 11,620 23,005 7,562 7,399 14,961

11,384 11,621 23,005 7,561 7,400 14,961

男 女 計 男 女 計 男 女 計

224 213 437 303 275 578 198 186 384

157 174 331 250 246 496 141 134 275

156 174 330 189 206 395 123 157 280

141 166 307 209 255 464 113 153 266

143 174 317 180 218 398 100 163 263

126 149 275 168 205 373 125 150 275

248 233 481 296 338 634 233 252 485

1,195 1,283 2,478 1,595 1,743 3,338 1,033 1,195 2,228

1,195 1,283 2,478 1,595 1,743 3,338 1,033 1,195 2,228

（注）在外選挙人を含まない。

7月18日（木）

7月19日（金）

7月20日（土）

7月20日（土）

金目公民館 金田公民館

7月12日（金）

7月13日（土）

7月14日（日）

神田公民館

計

7月5日（金）

7月6日（土）

7月7日（日）

7月8日（月）

7月10日（水）

7月9日（火）

選
挙
区

比例代表

月　日

選
挙
区

全　体

計

7月15日（月）

7月16日（火）

7月17日（水）

市役所本館

7月14日（日）

7月15日（月）

月　日

7月11日（木）

比例代表

7月16日（火）

7月17日（水）

7月18日（木）

7月19日（金）
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区分

本人 代理人

1 290 504 795 295 500 795 0 795 773 22 795

1 290 504 795 295 500 795 0 795 775 20 795

区分

本人 代理人

0 23 23 23 23 0 23 22 1 23

0 23 23 23 23 0 23 23 0 23

区分

0 1 1 1 0

0 1 1 1 0

区分

0

0

区分

0 0 0

0 0 0

投票用
紙の請
求

交付
投票
者数

指定港における
不在者投票

合計
投票し
た者

投　　票

　イ　郵便等投票（法第４９条第２項該当）

直接 合計
郵便
等

計

投票し
なかっ
た者

計

計

投票用紙の請求 交　　　付

郵送
直接

投　　票

投票用紙の請求

（２）不在者投票用紙の請求、交付及び投票者数

郵便
等

計 直接

選挙区

計

　ア　全体

交付を
拒絶し
たもの選挙名

交付

交　　　付

投票し
なかっ
た者

郵送 計

投票
者数

投票し
た者

比例代表

選挙区

投票用
紙の請
求

交付
投票
者数

直接

　オ　特定国外派遣組織に属する選挙人の不在者投票

選挙区

　ウ　船員の不在者投票

交付を
拒絶し
たもの選挙名

選挙名

選挙名

比例代表

比例代表

比例代表

選挙区

　エ　南極地域調査組織に属する選挙人の不在者投票

投票用
紙の請
求

交付
投票
者数選挙名

選挙区

比例代表

洋上投票

投票用
紙の請
求

交付
投票
者数

船舶内における
不在者投票

投票用
紙の請
求
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（３）期日前投票及び不在者投票の事由別投票者数

　ア　期日前投票

選挙区 比例代表

9,696 9,695

12,498 12,499

673 673

72 72

67 67

23,006 23,006

　イ　不在者投票

選挙区 比例代表

94 94

7 7

626 627

24 24

0 0

22 23

6 6

0 0

0 0

0 0

773 775合　　　　　計

投票者数
不在者投票の事由

職務若しくは業務又は総務省令で定める用務に従事
（法第48条の2第1項第1号）

用務（1号事由除く）又は事故のためその属する投票区の区域外に旅行又は滞
在　（法第48条の2第1項第2号）

天災又は悪天候により投票所に到達することが困難
（法第48条の2第1項第6号）

本邦以外の区域を航海する船員で指定船舶等に乗船
（法第49条第7項）

南極地域調査組織に属する選挙人で施設又は船舶に滞在
（法第49条第9項）

　うち代理記載（法第49条第3項）

特定国外派遣組織に属する選挙人で国外に滞在
（法第49条第4項）

合　　　　　計

期日前投票の事由

天災又は悪天候により投票所に到達することが困難
（法第48条の2第1項第6号）

身体に重度の障害がある者の郵便等による投票　（法第49条第2項）

用務（1号事由除く）又は事故のためその属する投票区の区域外に旅行又は滞
在　（法第48条の2第1項第2号）

疾病、負傷、妊娠、老衰若しくは身体の障害のため若しくは産褥にあるため歩
行が困難であること又は刑事施設、労役場、監置場、少年院、少年鑑別所若し
くは婦人補導院に収容　（法第48条の2第1項第3号）

その属する投票区のある市町村の区域外の住所に居住
（法第48条の2第1項第5号）

その属する投票区のある市町村の区域外の住所に居住
（法第48条の2第1項第5号）

職務若しくは業務又は総務省令で定める用務に従事
（法第48条の2第1項第1号）

疾病、負傷、妊娠、老衰若しくは身体の障害のため若しくは産褥にあるため歩行が困難
であること又は刑事施設、労役場、監置場、少年院、少年鑑別所若しくは婦人補導院に
収容　（法第48条の2第1項第3号）

投票者数
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（４）不在者投票管理者別不在者投票者数

（５）不在者投票の受理・不受理

区分

選挙名

0

0

（６）期日前投票及び不在者投票をした者の割合

区分

選挙名

1

選挙人が所在・居住する他の市区町村の選管委員長に対してなしたもの

船長に対してなしたもの

1

0

0

0

629

1

少年院の長又は婦人補導院の長に対してなしたもの

775

特定国外派遣組織の長に対してなしたもの

合　計

22

773

0

23

計

比例代表 775

0.8124.05

投票者総数

選挙区

投票管理者に
おいて受理と
決定し、かつ
拒否の決定を
しなかったもの

0

773

投票者総数に
占める割合
（％）

0 0

不在者投票管理者の区分

選挙人の属する市の選管委員長に対してなしたもの

775

比例代表

投票者数

120

1

合　　　　　計

病院の院長、老人ホームの長、原子爆弾被爆者養護ホームの長、国立保養所
の所長、身体障害者支援施設の長、保護施設の長又は労災ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ作業
所の長に対してなしたもの

刑事施設の長又は留置施設の留置業務管理者に対してなしたもの

0.81

不在者投票

選挙区

1

120

1

628

0

投票者数

法第49条第2項による郵便等投票によるもの

投票者総数に
占める割合
（％）

0 0

投票者数

773

比例代表 95,664 23,006 24.05

南極地域調査組織の長に対してなしたもの

開票管理者に
おいて受理と
決定したもの

開票管理者に
おいて不受理
と決定したもの

投票管理者において不受理又は拒否
と決定したもの

775

選挙区 77395,660 23,006

期日前投票
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５　在外投票

（１）在外選挙人の投票用紙の請求、交付及び投票

区分

1 3 2 1 0 4 1 3 2 1 0 4

1 3 2 1 0 4 1 3 2 1 0 4

区分

33 0 3 2 1 0 36

35 0 3 2 1 0 38

（２）在外投票の受理・不受理

区分

0 36

0 38

うち選
挙当日
の投票

うち期
日前投
票

うち不
在者投
票

郵便等
投票

国内に
おける
投票

うち選
挙当日
の投票

うち期
日前投
票

うち不
在者投
票

うち期
日前投
票

うち不
在者投
票

在外公
館投票

計

投票用紙等の請求件数 投票用紙等の交付件数

郵便等
投票

国内に
おける
投票

計

計

投票者数

投票管理者に
おいて受理と
決定し、かつ
拒否の決定を
しなかったもの

投票管理者において不受理又は拒否
と決定したもの

開票管理者に
おいて受理と
決定したもの

開票管理者に
おいて不受理
と決定したもの

計

郵便等
投票

国内に
おける
投票

0

3

3

期日前投票及
び選挙当日の
投票所におけ
る投票

合計

選挙区 33 0 0

選挙名

選挙名

選挙区

比例代表

比例代表 35 0

選挙名

選挙区

比例代表

うち選
挙当日
の投票
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得票数 得票率（％） 得票総数 得票率（％） 当落

3,685 3.95 126,672 3.48 落

18,930 20.28 615,417 16.89 当

1,536 1.65 61,709 1.69 落

491 0.53 21,755 0.60 落

176 0.18 11,185 0.31 落

598 0.64 22,057 0.61 落

244 0.26 8,514 0.23 落

16,833 18.04 742,658 20.38 当

2,314 2.48 79,208 2.17 落

591 0.63 21,598 0.59 落

22,447 24.05 917,058 25.17 当

11,189 11.99 422,603 11.60 落

13,957 14.95 575,884 15.81 当

343 0.37 17,170 0.47 落

93,334 3,643,488

平塚市開票区 神奈川県計

93,334 3,643,488

0 0

0 0

93,334 3,643,488

2,326 84,561

95,660 3,728,049

0 37

0 18

0 -1

95,660 3,728,103

2.43 2.27

あさか　由香

午前2時40分

　無効投票率（％）　（オ／カ）×100

6

　コ　投票者総数　（カ＋キ＋ク＋ケ）

7

　エ　有効投票数　（ア＋イ＋ウ）

9 林　大祐

　ケ　その他

4

5

乃木　涼介

佐々木　さやか

相原　りんこ

いき　愛子

６　開票

（１）参議院神奈川県選出議員選挙

　ア　候補者別得票数

　ア　得票総数

　イ　開票結果内訳

候補者氏名
平塚市開票区

計

開票確定時刻 午後11時35分

神奈川県計届出
番号

8

10

12

区　　　　　　　　　分

牧山　ひろえ

1

2

3

　ウ　いずれの候補者にも属しない票数

　イ　あん分の際切り捨てた票数

　ク　不受理と決定した票数

　キ　持帰りと思われる票数

　カ　投票総数　（エ＋オ）

　オ　無効投票数

あくつ　孝行

澁谷　貢

松沢　しげふみ

榎本　たいし

13

14

11 島村　大

森下　正勝

加藤　友行
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区分

時刻

22時00分 20,500 21.43

22時30分 76,000 79.44

23時00分 93,333 97.56

23時30分 93,334 97.56

23時35分（確定） 95,660 100.00

　エ　無効投票の内訳

票　数

0

265

1

0

9

0

12

1,107

250

149

533

2,326

単に記号、符号を記載したもの

単に政党名等を記載したもの

計

　ウ　時刻別開票速報状況

被選挙権のない候補者の氏名を記載したもの

候補者の氏名のほか、他事を記載したもの

候補者の氏名を自書しないもの

候補者の何人を記載したかを確認し難いもの

白紙投票

単に雑事を記載したもの

開票数 開票率（％）

　無効投票の内訳

所定の用紙を用いないもの

候補者でない者又は候補者となることができない者の氏名を記載したもの

2人以上の候補者の氏名を記載したもの
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得票数
得票率
（％）

得票数
得票率
（％）

得票数
得票率
（％）

当選
人数

1 9,446.279 10.13 352,387.223 9.65 4,483,411.183 8.95 4

2 31,601.133 33.88 1,272,423.396 34.86 17,712,373.119 35.37 19

3 407.460 0.44 16,511.122 0.45 167,897.997 0.34 0

4 1,684.000 1.81 57,820.450 1.58 1,046,011.520 2.09 1

5 13,098.149 14.04 413,533.721 11.33 6,536,336.451 13.05 7

6 5,567.078 5.97 192,243.447 5.27 3,481,078.400 6.95 3

7 7,672.000 8.23 326,788.510 8.95 4,907,844.388 9.80 5

8 299.000 0.32 11,611.000 0.32 202,278.772 0.40 0

9 16,261.891 17.43 689,795.604 18.90 7,917,720.945 15.81 8

10 207.000 0.22 8,162.737 0.22 80,055.927 0.16 0

11 1,879.000 2.01 76,041.463 2.08 987,885.326 1.97 1

12 574.000 0.62 23,534.000 0.64 269,052.000 0.54 0

13 4,577.998 4.91 209,496.875 5.74 2,280,252.750 4.55 2

93,274.988 3,650,349.548 50,072,198.778 50

労働の解放をめざす労働者党

NHKから国民を守る党

れいわ新選組

区　　　　　　　　　分 神奈川県計

0.452

計

平塚市開票区

　オ　無効投票数

3,650,350

93,274.988

3,727,759

　ケ　その他 -2

19

2,389 77,409

95,664

　コ　投票者総数　（カ＋キ＋ク＋ケ）

0 74

0

　キ　持帰りと思われる票数

3,650,349.548

午前4時10分午前0時50分

　ア　得票総数

0

2.08　無効投票率（％）　　（オ／カ）×100

95,664 3,727,850

2.50

　エ　有効投票数　（ア＋イ＋ウ）

日本維新の会

立憲民主党

開票確定時刻

　イ　開票結果内訳

0

93,275

　イ　あん分の際切り捨てた票数 0.012

幸福実現党

　ア　政党等別得票数

政党等の名称

神奈川県計平塚市開票区 全国計

社会民主党

日本共産党

届
出
番
号

（２）参議院比例代表選出議員選挙

安楽死制度を考える会

0　ク　不受理と決定した票数

自由民主党

　カ　投票総数　（エ＋オ）

公明党

国民民主党

オリーブの木

　ウ　いずれの政党等・名簿登載者にも属しない票数
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　ウ　政党等別名簿登載者別得票数及び当選人数

届出番号

男 女 計 男 女 計

12 14 26 3 1 4

得票順位 当落

1 当

2 当

3 当

4 当

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

全国得票数

山下　よしき 56.875 1,361.549 48,932.480

小池　晃 375.000 11,325.000 158,621.000

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数

名簿登載者数 当選人数政党等の名称

井上　さとし 35.327 1,186.619

日本共産党

42,982.440

紙　智子 25.000 682.335 34,696.013

仁比　そうへい 8.000 291.000 33,360.000

山本　のりこ 89.034 2,025.210 32,816.665

しいば　かずゆき 168.000 6,903.835 16,728.218

梅村　さえこ 19.000 419.483 15,357.129

山本　千代子 19.007 400.868 7,573.462

ふなやま　由美 11.000 390.000 5,364.000

佐藤　ちひろ 17.036 345.433 4,199.426

原　純子 10.000 254.000 3,671.000

藤本　友里 6.000 132.000 3,414.000

伊藤　りち子 5.000 258.297 3,079.612

有坂　ちひろ 14.000 316.643 2,787.721

田辺　健一 2.000 94.000 2,677.000

青山　了介 6.000 143.000 2,600.721

まつざき　真琴 1.000 85.000 2,581.000

62.000

大野　聖美 3.000 74.000 2,170.469

島袋　恵祐 5.000 145.000 2,162.000

647.000沼上　徳光 4.000 231.000

936.000

伊藤　達也 7.000

1,200.134小久保　剛志

419.000

8,556.000 325,120.000 4,051,700.000

住寄　聡美

0.000 9.000

431,711.183

2,152.164

0.000 21.000

鎌野　祥二

得票総数　(a)＋（ｂ） 9,446.279 352,387.223 4,483,411.183

582.529

1

政党等（特定枠を含む）の得票総数　(a)

名簿登載者（特定枠を除く）の投票総数　(b) 890.279 27,267.223

下奥　奈歩 2.000 28.000

2.000

82.951
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届出番号

男 女 計 男 女 計

28 5 33 15 4 19

得票順位 当落

1 当

2 当

3 当

4 当

5 当

6 当

7 当

8 当

9 当

10 当

11 当

12 当

13 当

14 当

15 当

16 当

17 当

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

優先的に当選人となるべき候補者（特定枠）

優先順位 当落

1 当

2 当

全国得票数名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数

名簿登載者数 当選人数政党等の名称

自由民主党

つげ　芳文 774.000 23,385.605 600,189.903

山田　太郎 1,336.763 57,251.130 540,077.960

和田　まさむね 503.000 21,378.000 288,080.000

佐藤　まさひさ 298.640 17,767.370 237,432.095

佐藤　のぶあき 101.217 4,534.745 232,548.956

橋本　聖子 486.000 15,283.000 225,617.000

山田　としお 413.847 5,956.733 217,619.597

ありむら　治子 482.000 11,350.000 206,221.000

宮本　しゅうじ 37.000 2,368.000 202,122.000

石田　まさひろ 246.000 6,632.000 189,893.000

北村　経夫 281.000 10,770.000 178,210.000

本田　あきこ 144.000 8,710.796 159,596.151

えとう　せいいち 268.000 6,762.000 154,578.000

羽生田　たかし 144.000 6,288.904 152,807.948

宮崎　まさお 17.000 996.000 137,502.000

山東　昭子 520.000 14,757.202 133,645.785

赤池　まさあき 557.000 10,714.589 131,727.208

ひが　なつみ 160.000 5,954.000 114,596.000

中田　宏 328.000 26,116.210 112,581.303

田中　まさし 132.434 4,644.717 100,005.187

おだち　源幸 107.000 4,500.000 92,882.000

木村　よしお 121.746 3,484.350 92,419.856

井上　よしゆき 395.672 25,737.345 87,946.669

小川　しんじ 202.752 5,856.378 85,266.022

政党等（特定枠を含む）の得票総数　(a) 22,893.000 953,386.489 12,712,515.344

名簿登載者（特定枠を除く）の投票総数　(b) 8,708.133 319,036.907 4,999,857.775

得票総数　(a)＋（ｂ） 31,601.133 1,272,423.396 17,712,373.119

山本　左近 164.062 4,849.225 78,236.224

かくた　充由 22.000 788.217 75,241.505

丸山　和也 261.000 5,069.000 58,587.000

23,450.657

糸川　まさあき 64.000 2,058.391 36,311.527

くま田　あつし 53.000 1,607.000 29,961.000

1721.489 ̶

2

水口　なおと 33.000 2,178.000 24,504.222

森本　勝也 54.000 1,288.000

三浦　靖 8.000 380.000 ̶

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数 全国得票数

三木　とおる 59.000
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届出番号

男 女 計 男 女 計

3 1 4 0 0 0

得票順位 当落

1

2

3

4

届出番号

男 女 計 男 女 計

1 3 4 1 0 1

得票順位 当落

1 当

2

3

4 大椿　ゆうこ 15.000 544.000 15,445.000

得票総数　(a)＋（ｂ） 1,684.000 57,820.450 1,046,011.520

政党等（特定枠を含む）の得票総数　(a) 1,453.000 50,204.000 761,207.000

名簿登載者（特定枠を除く）の投票総数　(b) 231.000

仲村　みお 102.000 3,733.450 98,681.520

7,616.450 284,804.520

矢野　あつ子 49.000 1,184.000 21,391.000

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数 全国得票数

吉田　ただとも 65.000 2,155.000 149,287.000

3

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数

名簿登載者数 当選人数政党等の名称

オリーブの木

全国得票数

黒川　あつひこ 36.000 1,093.000 12,246.000

若林　アキ 33.213 846.531 10,031.888

18.247 359.591 4,475.347

天木　直人 16.000 410.000 4,271.762

小川　まなぶ

167,897.997

政党等（特定枠を含む）の得票総数　(a) 304.000 13,802.000 136,873.000

名簿登載者（特定枠を除く）の投票総数　(b) 103.460 2,709.122 31,024.997

名簿登載者数 当選人数政党等の名称

社会民主党

得票総数　(a)＋（ｂ） 407.460 16,511.122

4
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届出番号

男 女 計 男 女 計

16 1 17 6 1 7

得票順位 当落

1 当

2 当

3 当

4 当

5 当

6 当

7 当

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

5

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数

名簿登載者数 当選人数政党等の名称

公明党

全国得票数

山本　かなえ 219.083 5,935.249 594,288.947

村中　克也 4.000 129.000 2,163.335

148.779

名簿登載者（特定枠を除く）の投票総数　(b) 1,021.149 25,567.721 2,252,418.451

塩崎　剛 10.000 143.050 1,996.336

国分　隆作 5.000

251.000 3,106.000

角田　健一郎 9.000

政党等（特定枠を含む）の得票総数　(a) 12,077.000 387,966.000 4,283,918.000

108.000 1,623.000

藤井　伸城 21.000 254.000 3,249.000

得票総数　(a)＋（ｂ） 13,098.149 413,533.721 6,536,336.451

竹島　正人 14.000

奈良　直記 18.000 436.000 5,413.000

西田　義光 4.000 157.000 3,986.000

塩田　ひろあき 14.000 473.000 15,178.000

高橋　次郎 9.000 274.000 7,577.000

新妻　ひでき 51.000 1,352.000 281,832.000

平木　だいさく 87.000 2,108.000 183,869.000

328.000 7,678.000 342,356.000

かわの　義博 43.000 1,621.000 328,659.000

2,924.278

坂本　道応 10.000 153.000 2,438.000

山本　ひろし 175.066 4,346.643 471,759.555

若松　かねしげ
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届出番号

男 女 計 男 女 計

9 5 14 2 1 3

得票順位 当落

1 当

2 当

3 当

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

名簿登載者（特定枠を除く）の投票総数　(b) 2,706.078 75,281.447 1,306,372.400

得票総数　(a)＋（ｂ） 5,567.078 192,243.447 3,481,078.400

政党等（特定枠を含む）の得票総数　(a) 2,861.000 116,962.000 2,174,706.000

中沢　健 12.000 266.000 4,058.000

藤川　たけと 3.000 109.000 2,472.000

鈴木　覚 10.000 299.104 5,923.855

酒井　リョースケ 9.000 527.000 4,379.272

ひめい　ゆみこ 39.000 907.000 21,006.000

小山田　つね子 17.000 559.000 8,306.000

山下　ようこ 73.125 1,605.436 35,938.867

円　より子 49.000 1,855.000 24,709.000

田中　ひさや 172.565 5,767.261 143,492.942

大島　九州男 66.000 4,391.000 87,740.000

浜野　よしふみ 192.000 6,910.386 256,928.785

石上　としお 262.388 15,845.260 192,586.679

全国得票数

田村　まみ 327.000 11,636.000 260,324.000

いそざき　哲史 1,474.000 24,604.000 258,507.000

政党等の名称

国民民主党6

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数

名簿登載者数 当選人数
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届出番号

男 女 計 男 女 計

9 5 14 5 0 5

得票順位 当落

1 当

2 当

3 当

4 当

5 当

6

7

8

9

10

11

12

13

14

得票総数　(a)＋（ｂ） 7,672.000 326,788.510 4,907,844.388

政党等（特定枠を含む）の得票総数　(a) 6,699.000 288,534.000 4,218,454.000

名簿登載者（特定枠を除く）の投票総数　(b) 973.000 38,254.510 689,390.388

あらき　大樹 15.000 466.000 8,577.000

いわぶち　美智子 25.000 605.000 8,137.000

森口　あゆみ 44.000 923.000 19,333.904

空本　せいき 6.000 193.000 12,772.000

くわはら　くみこ 37.000 994.000 20,721.000

奥田　まり 19.000 712.000 20,478.000

山口　かずゆき 83.000 1,820.164 42,231.776

くしだ　久子 214.000 12,475.000 32,296.000

やながせ　裕文 24.000 1,441.000 53,086.000

藤巻　健史 81.000 4,749.949 51,619.511

梅村　さとし 12.000 506.516 58,269.522

しばた　巧 25.000 908.000 53,938.000

全国得票数

鈴木　宗男 223.000 8,317.881 220,742.675

むろい　邦彦 165.000 4,143.000 87,188.000

政党等の名称

日本維新の会7

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数

名簿登載者数 当選人数
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届出番号

男 女 計 男 女 計

2 1 3 0 0 0

得票順位 当落

1

2

3

届出番号

男 女 計 男 女 計

12 10 22 6 2 8

得票順位 当落

1 当

2 当

3 当

4 当

5 当

6 当

7 当

8 当

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

得票総数　(a)＋（ｂ） 16,261.891 689,795.604 7,917,720.945

政党等（特定枠を含む）の得票総数　(a) 13,691.000 601,343.000 6,697,707.000

名簿登載者（特定枠を除く）の投票総数　(b) 2,570.891 88,452.604 1,220,013.945

しおみ　俊次 3.000 172.000 5,115.000

深貝　とおる 11.000 199.106 4,529.113

白沢　みき 11.000 914.000 9,483.260

まの　さとし 18.000 547.000 9,008.343

今泉　まお 39.000 1,274.000 11,991.000

おまた　一平 10.000 1,051.000 10,140.000

佐藤　かおり 49.105 1,745.277 20,200.177

中村　ゆきこ 11.000 657.550 13,422.369

ふじた　幸久 33.000 1,350.000 28,919.215

斉藤　りえ 36.000 1,542.000 23,002.000

若林　ともこ 432.786 9,699.109 31,683.757

おしどり　マコ 71.000 2,617.000 29,072.000

市井　紗耶香 122.000 4,376.940 50,415.298

奥村　まさよし 72.000 3,199.000 32,024.000

石川　大我 226.000 6,609.000 73,799.000

須藤　元気 148.000 6,154.000 73,787.000

もりや　たかし 88.000 6,478.622 104,339.413

川田　龍平 230.000 11,732.000 94,702.000

小沢　まさひと 144.000 6,883.000 144,751.000

吉川　さおり 195.000 6,741.000 143,472.000

全国得票数

岸　まきこ 177.000 6,245.000 157,849.000

みずおか　俊一 444.000 8,266.000 148,309.000

名簿登載者数 当選人数政党等の名称

幸福実現党

9

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数

名簿登載者数 当選人数

13.000 539.000 8,290.772

8

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数

松島　ひろのり 5.000 214.000 4,678.000

全国得票数

釈　りょうこ 38.000 1,439.000 30,356.000

及川　幸久

政党等（特定枠を含む）の得票総数　(a) 243.000 9,419.000 158,954.000

名簿登載者（特定枠を除く）の投票総数　(b) 56.000 2,192.000 43,324.772

政党等の名称

立憲民主党

得票総数　(a)＋（ｂ） 299.000 11,611.000 202,278.772
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届出番号

男 女 計 男 女 計

3 1 4 0 0 0

得票順位 当落

1

2

3

優先的に当選人となるべき候補者（特定枠）

優先順位 当落

1

届出番号

男 女 計 男 女 計

4 0 4 1 0 1

得票順位 当落

1 当

2

3

4

届出番号

男 女 計 男 女 計

1 0 1 0 0 0

得票順位 当落

1

12

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数

安楽死制度を考える会

3,132.000 35,611.000

全国得票数

佐野　秀光 115.000 3,132.000 35,611.000

得票総数　(a)＋（ｂ） 574.000 23,534.000 269,052.000

政党等（特定枠を含む）の得票総数　(a) 459.000 20,402.000 233,441.000

名簿登載者（特定枠を除く）の投票総数　(b) 115.000

11

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数

NHKから国民を守る党

名簿登載者数 当選人数政党等の名称

10,333.463

得票総数　(a)＋（ｂ）

全国得票数

立花　孝志 293.000 9,218.463 130,233.367

浜田　聡 23.000 587.000 9,308.959

岡本　介伸 7.000 321.000 4,269.000

熊丸　英治 10.000 207.000 2,850.000

1,879.000 76,041.463 987,885.326

政党等（特定枠を含む）の得票総数　(a) 1,546.000 65,708.000 841,224.000

名簿登載者（特定枠を除く）の投票総数　(b) 333.000 146,661.326

141.000 6,071.737 57,891.999

2,810.000

菊池　里志 1,353.928

̶

得票総数　(a)＋（ｂ） 207.000 8,162.737 80,055.927

政党等（特定枠を含む）の得票総数　(a)

全国得票数

林　ひろよし 54.000 1,761.000 18,000.000

22,163.928

吉村　ふみお 5.000 202.000

名簿登載者（特定枠を除く）の投票総数　(b) 66.000

7.000 128.000

全国得票数

伊藤　恵子

10

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数

名簿登載者数 当選人数政党等の名称

 労働者の解放をめざす労働者党

名簿登載者数 当選人数政党等の名称

24.000 681.737

2,091.000
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届出番号

男 女 計 男 女 計

7 2 9 1 1 2

得票順位 当落

1

2

3

4

5

6

7

優先的に当選人となるべき候補者（特定枠）

優先順位 当落

1 当

2 当

三井　よしふみ 11.000

8,632.076

渡辺　てる子 5.000 334.059 5,073.675

178.007 3,907.939

20,557.200

大西　つねき 32.000 1,886.000 19,842.000

4,070.549

2,059.745 87,092.247

ふなご　やすひこ 12.000 330.000 ̶

1,053,840.036

得票総数　(a)＋（ｂ） 4,577.998 209,496.875 2,280,252.750

政党等（特定枠を含む）の得票総数　(a) 2,518.253 122,404.628 1,226,412.714

名簿登載者（特定枠を除く）の投票総数　(b)

山本　太郎

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数 全国得票数

1,946.745

やすとみ　歩 9.000 636.000

辻村　ちひろ

̶

82,430.310 991,756.597

はすいけ　透

13

名簿登載者名 平塚市得票数 神奈川県得票数 全国得票数

44.000

名簿登載者数 当選人数政党等の名称

れいわ新選組

木村　英子 11.253 369.628

1,368.404

12.000 259.467
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票　数

0

483

0

0

2

4

0

44

0

98

1,176

312

270

2,389計

参議院名簿の届出要件に該当していなかった政党その他の政治団体、参議院名簿の
取下げの届出をした政党その他の政治団体又は参議院名簿を重ねて届け出ている政
党その他の政治団体に係る参議院名簿登載者の氏名又はその名称若しくは略称を記
載したもの

参議院名簿登載者の全員につき、抹消の事由が生じており又は除名、離党その他の
事由により当該参議院名簿届出政党等に所属する者でなくなった旨の届出がされて
いる場合の当該参議院名簿に係る政党その他の政治団体の名称又は略称を記載し
たもの

2以上の参議院名簿登載者の氏名又は2以上の参議院名簿届出政党等の名称若しく
は略称を記載したもの

参議院名簿登載者の氏名又は参議院名簿届出政党等の名称及び略称のほか、他事
を記載したもの

所定の用紙を用いないもの

参議院名簿登載者でない者、公職の候補者となることができない参議院名簿登載者
の氏名を記載したもの又は参議院名簿届出政党等以外の政党その他の政治団体の
名称若しくは略称を記載したもの

単に雑事を記載したもの

単に記号、符号を記載したもの

１人の参議院名簿登載者の氏名及び当該参議院名簿登載者に係る参議院名簿届出
政党等以外の参議院名簿届出政党等の名称又は略称を記載したもの

被選挙権のない参議院名簿登載者の氏名を記載したもの

参議院名簿登載者の氏名又は参議院名簿届出政党等の名称若しくは略称を自書し
ないもの

参議院名簿登載者の何人又は参議院名簿届出政党等のいずれを記載したかを確認
し難いもの

　エ　無効投票の内訳

白紙投票

無効投票の内訳
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面積

区分

（３）選挙公報

　ア　配布状況

55

直接郵送
部数

寮等配布
部数

補完場所
補完部数

公報の規格及び頁数

279

0

86

28

個人演説会
0

7月12日
（金）

朝日、神奈川、
産経、東京、日
経、毎日、読売

78,250

折込み部数

0 0 0
（うち公費負担）

公民館学校

26 0 9 121

352

法第161条第1項第1号

公共用地 民有地
計

計
同条第1項第3号

選管指定施設

同条第1項第2号

公会堂

48

352

計

5千人以上1万人未満

企業等

32

寺社

11

その他

23

4㎢以上

32 3 13

104

0

0224

公園

132

4㎢未満
4㎢以上
8㎢未満

8㎢以上 4㎢未満

24

学校

71

その他

61

0

道路

22

折込み新聞紙
折込み日

（50音順）

選挙区

施　設　数

区　　　　分

（２）公営施設使用の個人演説会

７　選挙公営

（１）ポスター掲示場

　ア　登録者及び面積別設置数

　イ　設置箇所の内訳

投票所数

選挙人名簿登録者数 1千人以上5千人未満

0

掲示場設置数

市役所 公民館 その他

市施設

2 26 16

0

農協・漁協 その他

その他

9 2

計

55

　イ　補完場所の内訳

新聞折込み

0
（うち公費負担）

使用度数

選挙区　ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ6頁

比例代表　ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ8頁

比例代表
個人演説会

0 0 0
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投票区 建物の名称 所在地 投票区域

1
平塚市立なでしこ公民館
図書室

撫子原12番54号 花水台、撫子原、唐ケ原

2
県立平塚工科高等学校
体育館

黒部丘12番7号 黒部丘

3
平塚市立なでしこ小学校
体育館

花水台42番1号 菫平、虹ケ浜

4
なぎさふれあいセンター
体育館

袖ケ浜20番1号 龍城ケ丘、袖ケ浜

5
平塚市立花水公民館
会議室

桃浜町34番34号 桃浜町、松風町

6
旧神奈川ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｶﾚｯｼﾞ1号館
玄関ホール

代官町11番39号 八重咲町、代官町

7
湘南バンク港ﾍﾞｲｻｲﾄﾞﾎｰﾙ
玄関ホール

夕陽ケ丘66番1号 夕陽ケ丘、久領堤

8
平塚市立太洋中学校
3号館1階被服室

高浜台7番1号 高浜台、千石河岸

9
平塚市立港小学校
体育館

夕陽ケ丘22番1号 幸町、札場町

10
平塚市立松原小学校
体育館1階理科室

天沼7番10号
天沼、堤町、長瀞、中堂、馬入、老松町、八千
代町、榎木町、馬入本町、須賀

11
平塚市役所本館
多目的スペース

浅間町9番1号 宮松町、浅間町、宮の前、宝町

12
平塚市立中原中学校
被服室

御殿4丁目5番1号 中原3丁目、御殿3丁目～4丁目、中原下宿

13
平塚市立崇善小学校
体育館

浅間町4番3号 錦町、見附町、紅谷町、明石町

14
平塚栗原ホーム
玄関ホール

立野町31番20号 豊原町、立野町、追分

15
平塚市立富士見小学校
体育館

中里10番1号 平塚1丁目～4丁目

16
平塚市立春日野中学校
体育館

中里33番1号 中里、上平塚、桜ケ丘、平塚5丁目

17
県立平塚看護大学校
新館玄関ホール

諏訪町20番12号 達上ケ丘、諏訪町、富士見町

18
南原自治会館
集会室

南原2丁目16番12号 南原1丁目～4丁目

19
平塚市立中原小学校
体育館１階理科室

御殿2丁目8番9号 御殿1丁目～2丁目、中原2丁目16番～26番

20
平塚市立大原公民館
A・B会議室

大原1番15号
新町、大原、中原1丁目、中原2丁目1番～15
番

21
平塚市立大野中学校
木工室

東中原1丁目12番1号 東中原1丁目～2丁目

22
平塚市立真土小学校
体育館1階図工室

西真土4丁目3番1号 西真土1丁目～4丁目

23
平塚市立八幡公民館
会議室

西八幡1丁目10番22号 西八幡1丁目～4丁目

（１）投票所及び投票区域

８　投票所、期日前投票所及び開票所
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投票区 建物の名称 所在地 投票区域

24
平塚市立八幡小学校
体育館特別教室

東八幡3丁目8番1号 東八幡1丁目～5丁目

25
平塚市立さくら幼稚園
ホール

東真土2丁目1番50号 四之宮3丁目～6丁目、東真土2丁目1番～４番

26
平塚市立神田公民館
集会室

田村3丁目12番5号
田村1丁目～3丁目・５丁目・7丁目、四之宮7丁
目

27
平塚市立大神公民館
大ホール

大神2391番地の1 大神、吉際

28
県営横内団地集会所
ホール室

横内3130番地
横内3057番地・3068番地・3130番地・3227番
地～3236番地・3773番地以降

29
平塚市立城島公民館
集会室

小鍋島271番地の1 城所、下島、大島、小鍋島

30
平塚市立豊田小学校
１階理科室

豊田宮下552番地
北豊田、豊田打間木、豊田小嶺、豊田平等
寺、豊田本郷、豊田宮下、東豊田、南豊田

31
平塚市立金田公民館
体育館

入野108番地の1 入野、寺田縄、長持、飯島、入部

32
平塚市立松延小学校
体育館

纒226番地 徳延、纒

33
平塚市立山城中学校
体育館

高村166番地 高根、万田

34
平塚市立勝原小学校
体育館１階第２音楽室

高村45番地 出縄、高村

35
平塚市立旭小学校
体育館１階図工室

河内307番地 公所、日向岡1丁目～2丁目

36
平塚市立吉沢小学校
体育館

上吉沢465番地 上吉沢、下吉沢、めぐみが丘1丁目～2丁目

37
平塚市立土屋公民館
集会室

土屋1864番地の1 土屋

38
平塚市立金目公民館
図書室

南金目966番地 南金目、千須谷、片岡1033番地～1061番地

39
平塚市立金旭中学校
2棟1階第2音楽室

広川12番地 片岡（1033番地～1061番地を除く）、広川

40
平塚市立みずほ小学校
体育館

北金目2丁目39番1号
北金目、北金目1丁目～4丁目、真田、真田1
丁目～3丁目

41
平塚市立岡崎小学校
体育館

岡崎3430番地 岡崎

42
平塚市立相模小学校
体育館

田村6丁目9番1号 田村4丁目・6丁目・8丁目・9丁目

43
平塚市立旭南公民館
大ホール

山下1096番地の1 山下

44
平塚市立横内小学校
体育館1階音楽室

横内2687番地
横内401番地～3772番地（3057番地・3068番
地・3130番地・3227番地～3236番地を除く）

45
平塚市立旭北公民館
会議室

河内440番地 河内、根坂間

46
ふじみ野自治会館
2階集会室

ふじみ野1丁目23番11号 ふじみ野1丁目～2丁目

47
平塚市立神明中学校
被服室

四之宮1丁目10番1号 四之宮1丁目～2丁目

48
平塚市立大野公民館
ホール

東真土2丁目12番1号 東真土1～4丁目（東真土2丁目1～4番を除く）
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不在者投票
場所併設

有

有

有

有

市役所 学校 公会堂 公民館
体育館
（学校以外
のもの）

集会施設 その他 計

投票所 1 27 0 13 1 3 3 48 4

期日前
投票所

1 0 0 3 0 0 0 4 0

開票所 0 0 0 0 1 0 0 1 1

令和元年7月14日～7月20日
　9時00分
　　　　～ 18時00分

平塚市立神田公民館
会議室

平塚市田村３丁目
12番5号

　9時00分
　　　　～ 18時00分

平塚市入野108番
地の1

令和元年7月14日～7月20日
　9時00分
　　　　～ 18時00分

令和元年7月14日～7月20日

（２）期日前投票所

平塚市役所本館
304会議室

平塚市浅間町9番1
号

　8時30分
　　　　～ 20時00分

建物の名称 投票時間

閉鎖　0時50分（比例代表）

備　考

（３）開票所

開票所の名称

所在地 設置期間

令和元年７月５日～７月20日

平塚市立金目公民館
図書室

平塚市南金目
966番地

平塚市立金田公民館
体育館

即日開票

借上げ料
を要した
施設数

所在地

（４）投票所、期日前投票所及び開票所に使用した施設の内訳

区　分

施　　　　　設　　　　　数

ひらつかサン・ライフア
リーナ

平塚市中堂246番
地の1

開閉時刻

開始　21時00分
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９　投票管理者、投票立会人、開票管理者等

（１）投票所の投票管理者、同職務代理者及び投票立会人

投票区 投票管理者 同職務代理者

1 熊川　泰成 岩田　浩二 河間　裕治 吉川　和男

2 岩崎　浩臣 笹井　竜一 力石　猛 梅林　美江

3 中村　純也 坂田　剛 松川　眞壽江 小島　美代子

4 柏木　尚夫 曽我　生郎 奈良場　篤 田澤　敏夫

5 久保谷　忍 川嶋　隆史 永井　智朗 鈴木　文彦

6 田丸　勝巳 千葉　伸吾 川野　美輝 高尾　圭一

7 柳川　喜男 渡邉　有人 藤田　武 中村　裕兊

8 市川　誠 小林　まゆみ 府川　大作 内海　明

9 下田　宏 小林　幸保 笠井　麻衣 鈴木　皓太

10 脇　孝行 藤田　忠義 團　理恵 菅沼　真知

11 小峰　直子 八田　貴 岡本　節子 湯川　操

12 荒　正夫 渋谷　吾郎 川本　孝好 加藤　宏

13 石塚　誠一郎 中里　竜也 吉川　成子 浜口　令子

14 鎌野　達雄 青嶋　俊憲 伊藤　友子 飯田　千枝子

15 清田　桂介 鈴木　雄二郎 志村　記佐子 今井　圭子

16 中戸川　泰彦 小長井　大作 安藤　登 阿部　輝一

17 小澤　雄一 石塚　竜介 下沢　美知子 藤曲　みのり

18 今井　修己 高橋　哲也 衣袋　典高 杉田　ヒロ子

19 二宮　悟之 尾崎　弘幸 鈴木　健司 遠藤　修

20 磯部　達男 熱田　敏男 府川　育夫 鈴木　敬一

21 高倉　謙一 大関　篤史 田中　勇一 片倉　富美子

22 石川　泉 齋藤　元 三浦　節子 外池　礼子

23 相原　一哉 馬鳥　啓一 原篠　昭夫 原篠　弦子

24 伊礼　和美 髙梨　大志 田辺　武夫 八木　正夫

25 髙梨　里志 大木　真音 北原　勝 坂下　美枝子

26 杉森　宏 脇田　篤史 小林　寛 隈原　範雄

27 岡田　博 太田　光宣 谷波　正久 石井　剛

28 生沼　邦保 高梨　一広 小島　諒一 飯間　武士

29 磯村　正之 樹本　定芳 新藤　政廣 清田　一美

30 吉岡　太 菊地　真由美 境　志雄 加藤　茂

31 飯田　健一 勝山　俊樹 石田　昇 緒方　小百合

32 土屋　真人 吉川　洋一 石井　豊 伊川　直樹

33 相澤　史幸 木村　明智 比企野　猛 真壁　良治

34 新倉　好人 須藤　大助 石黒　眞須美 澤田　久雄

投票立会人
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投票区 投票管理者 同職務代理者 投票立会人

35 高橋　英五 酒井　崇行 橋本　正良 小林　秀

36 野上　正志 鈴木　伸明 内田　元一 荒井　俊行

37 若林　正興 安池　修一 安池　直治 鈴木　美幸

38 池谷　友宏 栁泉　玲子 森　義孝 柏木　利和

39 重田　昌巳 渋谷　直樹 秋山　博 山岡　久義

40 森　建巳 関野　良真 杉山　栄作 小宮　和髙

41 杉山　茂 齊藤　和子 苅籠　央樹 稀代　收栄

42 木川　大成 杉山　秀司 川田　進彦 熊沢　光雄

43 吉澤　達夫 木原　友生 山本　健治 八下田　正男

44 西ケ谷　秀樹 平井　真介 渡邉　博 小笠原　晴壽

45 菅沼　秀敏 諸星　薫 小林　卓見 本荘　孝雄

46 篠崎　光徳 小川　喜久雄 古郡　陽一 澤田　興三

47 舛水　稔巳 田代　弘幸 岩崎　邦彦 相原　悟

48 曽我　一章 白井　純人 菊地　一紀 齋藤　隆政
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（２）期日前投票所の投票管理者、同職務代理者及び投票立会人

　ア　平塚市役所本館

月　　日 投票管理者 同職務代理者

7月5日（金） 岩田　耕平 山田　民子 田邊　誠一

7月6日（土） 出縄　喜文 松田　真治 清田　静子

7月7日（日） 杉山　睦 佐藤　彩乃 錦織　一雄

7月8日（月） 岩田　耕平 田河　良友 三村　明子

7月9日（火） 松﨑　清子 奥山　晴治 田邊　かおる

7月10日（水） 出縄　喜文 境　雅子 伊藤　サト

7月11日（木） 陶山　豊彦 加藤　重子 馬鳥　晴夫

7月12日（金） 松﨑　清子 中村　洋子 安居院　徳子

7月13日（土） 岩田　耕平 田代　信子 佐藤　彩乃

7月14日（日） 杉山　睦 伊藤　孔三 久保　咲紀

7月15日（月） 安池　雅美 安居院　徳子 馬鳥　晴夫

7月16日（火） 出縄　喜文 田邊　かおる 山田　直子

7月17日（水） 松﨑　清子 亀井　保男 山田　民子

7月18日（木） 髙梨　孝治 奥山　晴治 出口　純一

7月19日（金） 杉山　睦 田邊　誠一 中村　洋子

7月20日（土） 安池　雅美 山口　晃 加藤　重子

　イ　平塚市立金目公民館

月　　日 投票管理者 同職務代理者

7月14日（日） 江原　彩香 秋山　博 黒部　和正

9:00～14:00 9:00～14:00 14:00～18:00

鈴木　麻実 栁川　紀子 橋本　理恵

14:00～18:00

栗田　さゆり

7月16日（火） 西村　雄介 小宮　和高 与野　明

7月17日（水） 樋口　真樹 中村　光秀 平田　文朗

7月18日（木） 原　かほる 福田　五郎 杉山　榮作

9:00～14:00 9:00～14:00 14:00～18:00

樋口　久美子 橋本　理恵 栗田　さゆり

14:00～18:00

栁川　和恵

9:00～14:00 9:00～14:00 14:00～18:00

樋口　久美子 栗田　さゆり 鈴木　麻実

14:00～18:00

栁川　和恵

武田　仁

投票立会人

投票立会人

清水　篤志7月19日（金）

7月20日（土） 矢後　大輔

鈴木　英樹

7月15日（月） 古知屋　瑠人
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　ウ　平塚市立神田公民館

月　　日 投票管理者 同職務代理者

7月14日（日） 川口　隆史 梅本　雅幸 横尾　高信

7月15日（月） 川端　清倫 遠藤　香子 田中　壽美栄

7月16日（火） 大中　和彦 麻野　一人 森住　澄子

7月17日（水） 勝山　滋 遠藤　香子 石川　保

7月18日（木） 小田桐　聖 横尾　高信 麻野　一人

7月19日（金） 宇髙　千陽 田中　壽美栄 森住　澄子

7月20日（土） 小宮　功樹 田中　壽美栄 梅本　雅幸

　エ　平塚市立金田公民館

月　　日 投票管理者 同職務代理者

7月14日（日） 山崎　哲男 石田　昇 澤野　みき

7月15日（月） 藤本　篤史 田中　均 宮前　照雄

7月16日（火） 小貫　龍太 日野　健一 酒井　宜男

9:00～18:00 9:00～14:00 14:00～18:00

久光　陽一 佐々木　雅幸 桶田　善樹

7月18日（木） 下田　雅子 吉川　豊 川口　裕幸

7月19日（金） 工藤　みどり 石田　昇 澤野　みき

7月20日（土） 設樂　知花恵 中村　治 佐草　義明

投票立会人

米谷　良一

投票立会人

関本　耕司

7月17日（水）

山木　正

成川　彰太
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（３）開票管理者及び同職務代理者

開票管理者 同職務代理者

選挙区 松﨑　清子 岩田　耕平

比例代表 杉山　睦 出縄　喜文

（４）開票立会人

　ア　参議院神奈川県選出議員選挙

所属党派 氏　　名

田高　誠 国民民主党 乃木　涼介

秋澤　雅久 公明党 佐々木　さやか

小柳津　基司 幸福実現党 いき　愛子

岩地　靖彦 立憲民主党 牧山　ひろえ

嶋津　眞悟 自由民主党 島村　大

巖　健一 日本共産党 あさか　由香

　イ　参議院比例代表選出議員選挙

開票立会人氏名 政党等の名称

平井　只美 日本共産党

菊地　陽介 自由民主党

上野　仁志 公明党

栗田　克也 立憲民主党

開票立会人氏名
候補者
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１０　選挙臨時啓発

事業名 内　　　　　容

広報紙による啓発 「広報ひらつか７月第1金曜日号」に啓発記事を掲載

ホームページによる啓発 平塚市ホームページに啓発記事を掲載

街頭啓発活動
平塚駅北口で街頭啓発を実施
〔7月12日（金）〕

ＦＭ放送による啓発
FM湘南ナパサによる啓発放送
〔7月14日（日）～7月21日（日）　1日5回〕

横断幕等による啓発
啓発用横断幕、懸垂幕を掲出
〔（株）横浜ゴム、市役所本館〕

ボディパネルによる啓発 啓発用ボディパネルをごみ収集車40台に掲出

ケーブルテレビによる啓発
湘南ケーブルネットワークのテロップ放送
〔7月5日（金）～7月21日（日）〕

ポスターによる啓発 公民館、保育園、市内金融機関、企業等へ啓発ポスターを掲示

社内または店内放送による啓発 市内企業に啓発文原稿を送付し、社内または店内放送による啓発

紙ナフキンによる啓発
啓発用紙ナフキンを配置（10,000枚）
〔市役所食堂、ららぽーと湘南平塚フードコート、東海大学学食〕
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１１　その他

（１）投票管理者及び投票事務従事者数

48 0 0 48 0 242 96 0 338 386

7 0 0 7 3 51 64 0 118 125

（２）開票管理者及び開票事務従事者数

区分

選挙名

選挙区 1 0 0 1 6 176 1 2 185

6 182 1 2 191

(6) (32) (1) (2) （41）

計 2 0 0 2 6 326 1 2 335

（３）選挙管理委員及び事務局職員

　ア　選挙管理委員

　イ　事務局職員

備考 備考

専任 併任

専任 併任

専任 併任

専任 併任

専任 併任

専任 併任

専任 併任

併任

主　査

主　査 大沢田　尊保

※（　　　）内は兼務者数

主　査

投票
管理者

計
合計

合計
計

 臨時職員 その他 計

その他

その他

主　査

市職員

主　管

主　査 築山　幸司

宮川　康樹

計

投票管理者 投票事務従事者

期日前投票管理者 期日前投票事務従事者

投票
管理者

同職務
代理者

臨時に職
務を管掌
した者

開票事務従事者

職　　名

委員長

委員長職務代理者

委　員

杉山　　睦

出縄　喜文

主　任

主　任

委　員 岩田　耕平

職　　名

事務局長

局長代理兼担当長

石丸　亮介

松本　　真

主　査

福山　　創

仲川　秀和

臨時に職
務を管掌
した者

氏　　名

松﨑　清子

1

氏　　名

計
同職務代
理者

武田　　仁

開票管理者

開票
管理者

同職務
代理者

臨時に職
務を管掌
した者

市職員

計

選管書記

選管書記

選管書記

太田　貴之

永原　崇史

田窪　佳祐

大橋　季恵

 臨時職員

職　　名

 臨時職員市職員

主　査

主　任

001比例代表

主　事 小泉　友里恵

主　査 河村　裕介

氏　　名

加治屋　博史
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　　選挙公報（縮小版）

　　広報ひらつか（縮小版）

　　投票所入場整理券同封案内チラシ

　　平塚市内の不在者投票指定施設（病院・老人ホーム等）

≪参考資料≫
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人
類
が
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

世
界
に
向
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
。
合
掌

澁
谷

貢
み
つ
ぎ

ホ消費税増税は凍結ではダメ、 5°/。へ引き下げる 1

‡法人税、所得税の累進性 を機能させ、応能員担を。

*物価に合わせ、安心 して暮 らせる最低保障年金制度を創設。

半労働法 を強化 し、理不尽な労働 t徹底的に抑え込む !

*早急な賃上げ。全国―律 1000円→ 1500円 を勝ち取る。
*賃上げに伴い、中小零細企業、小規模事業者は国カヤ支援する。
*時代の犠牲者・ロスジェネ世代の雇用を企業に義務付ける。
キ定年再雇用の理不尽、シルバー人材センターの最賃破りを許さない,

不時 な日米地位協足を

見直し、経済と対踊夕1交で

Rの主程田憲を。

消受税は5%ヘ

目低保障年金田度の確立

相
原
り
を
」

こんにちu,福 gt,ん こです。

口退の21世紀のテーマ0ひ とつ才「Ⅸ牧Jだ そうです。

●H的に一人に■ることと、社会の中でユ立してし▼うこ

とは全くとい■す。関 碕■の健鹸t馬かし、女性のため

のン玉ルターと1回瞳 t=やする中で、日入鸞a人の女4処
置法では■く41会 t賞手することら

'離
t強 く0し うよ

うに■l,ま した。

■たうは、わとでayってぃる社会やお全セ使う人F,関係
にB手どi a“してぃぅのでしょう。

家研〔】め、心にも時間にもゆilザともつこと1′teと い

と、心ヒ
=ユ
人生のヨ釈厳γ猟まってしまいます、それど

ころオは康とでをしてし
=う
ことも.

今必要とのし、力t'√えのなし一人―人内 藍t取り戻し、

明日,呵来に不安のないくらしt手に入れることに伯なり

■■には殿治メしっ力りと、▼
`た
ち市民と守るために伯健

してく■■,'■ ばなりませた。

こ済は研 声屁であり、鶴 暉「みんな〔●せになることJ

tめざすものです。

四
∞

硼

団

勒

労働法強化。翼上げ

社
民
党
公
認

あ
しヽ

は
ら

*脱原発 ! 放射性核廃棄物の持ち込みは許さない。
キ残留農薬、食品添加物、遺伝子組み換え食品、

ゲノム編集食品への規制を徹底的に強化し、食と位康を守る。

*改患ではなく「活態」。憲法を暮らし、外交、政治に活かす。
*9条 セ戦略的に活かした安全保障政策の実現、
経済と対話外交で平和のトップリーダーとなる。
*最大の安全保障である食・水・人間力を守り抜く。

しがらみよりもつながりを大切にします

半札昆舟
口

一

□ の政策
1

L"1:EH幌獅刊つてどん′よ人?

立憲
∞        ∞ 陣醇再毒検粟、靭 ⑭

【経歴】米国弁甑士 (ニューヨーク州 コネチカットリい)

元TBSデイレクター

国際基督教大学aCU)卒 業
米国トーマス クーリー法科大学院修了

参議院議員2期

倫理選挙特別委員長

予算委員会/厚生労働委員会理事

民進党国際局長

アムネスティ議員運盟事務局長 等を歴任
I琢族】夫 (金沢区の金沢中学、藤沢市の湘南高校卒)

忍子、娘の4人雰族

I資 格】教職員免許

不動産セールス免許 (米十三)

ホツルルマラツン冗走 等
1↓子家庭に育ち、1オ柏ないしめを常に転校。父の十七し海

外でJ:活をした解1｀
「
米

"dや

11貧のグ:贈を,日の当たり1■

する。そこからJ:まれた「いのちを守りたいJという思い、

それが政治を志す原点に。

☆消費増税阻止!遭切な分配の強化を!
～金融課税や累達税率の見直しなど、消愛税に

頼りすぎない社会保暉の財源確保心慈要です。

☆「充実と信頼の社会保障」が
最大の経済政策!
～「老後資金2000万不足」問題が出るようでは、
個人消費や設備投資が拡大するはずもありません。

☆政治を市民の手に取り戻す
政治改革、国会改革を断行!
～安倍政権では、十日報の隠顧や改

ざんが相次ぎ、民主主甕・立瑠主

義が空洞化してしヽます。牧山ひろ

えは、倫理選挙特別委員長とし

て、投票年齢せ「)18,dへの引下げ
を主導しましたが、権力の濫用と

私物化に歯止めを掛けます。

O 舛
口田ロ LINE@

牧山ひろえは積極的な政策′舌動が評価

され、騒も高いランクの「三ツ星議員」と

して、田原総―朗さんに表彰さ1■ました。
母と
子と
して子どもたちの未来を守り、
して親の老後を守る。

いのちを守る、みらいを創

篭 用と暮らし
「昔過の生活(くらし)」を

農上げします!

・長 8寺間労働是正
。最低貿金大幅アップ

鴇f・ママ写ども
子育ての負担が
ママ・バ′〔lこ偏つてしれます
社会全体電子育てを!

待機児童ゼロ

少人数学級の拡大

峰和と雖 あらゆる題定外の

危険に対応 !

平和創造外交

基地負担の軽滅

η健康と老後 費心して年を重ねることができる国に!

国民習保険制度げ)堅持

介騒と,保百士.福祉士馨の

牢風酬の大幅改善

昭のかたちと未来
民キ■職と
立憲圭機の再生在!
将来に活里を !

。フベ 9祭改底阻止

・原発ゼロ実現

シン京ルカ多―は、オリープ・グリーン。

「 平和と照続を守り顔(Jというメッセージ

この憶 くヽ公‖lは ,



参議院(神奈川県選出)議員選挙選挙公報
小ll奈 川 県 選 挙 管 理 委 員 会

令和元年 7月 21日執行

労
働
の
解
放
を
め
ド
手
亀
置
型
百
完

あ
く
つ
鞘
ぽ

私
が
働
く
者
，労
働
青
の
代
表
と
し
て
立
候
補
し
た
Ⅷ
山
は
、
現
在
の

日
会
に
Ｉ
イ
ｔ

倒
く
イ
の
立
場
や
利
朴
を
守
る
政
党
や
議
員
が
企
く
存
在
し

な
い
か
ら
で
す
。
倒
く
者
の
声
を
国
会
に
屈
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
任
務

を
持
つ
町
光
ｌｉ
、
そ
の
責
任
を
企
く
典
た
し
て
い
ま
せ
ん
。
共
正
光
を
始
め

野
光
は
、
安
倍
政
糀
と
な
れ
合
い
、
安
倍
政
構
に
追
随
し
て
い
よ
す
。
そ
れ

を
象
徴
し
て
い
る
の
が
、
天
ユ
代
件
わ
り
の
空
瓢
ざ
で
す
。

今
や
破
前
の
天
皇
制
軍
国
主
義
け
既
央
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は

な
い
て
し
よ
つ
か
。
今
こ
そ
働
く
イ

労
働
者
の
声
を
国
会
に
反
映
さ
せ

こ
の
に
■
の
逆
コ
ー
ス
を
阻
に
し

働
く
イ
の
問
い
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
私
、
あ
く
つ
半
行
は
、
以
下
の
よ
う
余
永
木
的
な
Ｉ
収
を

出
げ
、
】
政
し
た
安
倍
政
柿
を
終
，，
ら
せ
る
た
め
に
問
う
決
意
で
す
ソ

非
正
般

・
女
性
労
働
者

へ
の
差
別
労
働

一
品
、

の
抑
収
労
働
の
廃
絶
を
１

長

二
れ
ら
の
塑
水
は
何
か
と
ん
で
も
な
い
も
の
の
よ

う
に
思

ズ
る
か
も
し
れ
！
せ
ん
が

安
常
Ｉ
＝
白

身
が
”
勧
イ
に
山
か
っ
て
公
約
し
て
き
た
こ
と
て

サ
，
火
現
て
き
な
い
な
ら
、
佐
は
公
的
４
反
と
し
て

直
ち
に
辞
任
す

′く
き
て
す
。

ノ

ラさ

２
Ｔ

ガ
」る
丼
削
労
働
の
一
＝
で
す
。

一

技
倍
敗
糀

に
よ
る
Ｈ
家
権
力

の
■
物
化

一
冊
を
１

一
年
令

，
社
会
保
障
制
麗
破
能
の
貨
任
過
及
Ｉ

介
設
問
題
解
決
に
向
け
て
の
労
働
杵
党
の
拠
言

舛
〓
は

安
伴
政
＝
に
咋
℃
ｌｉｌ
■
と
社
会
保
障

代
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
ＩＩ
Ｉ
肘
で
き
る
貨
企
て

側
た
の
破
れ
の
古
任
を
取
ら
せ
る
こ
と
で
十
。　
　
　
あ
り

子
と
ヽ
を
安
心
し
て
加
け
ら
れ
る
保
古
円

６
引
３
日
の
伶
融
オ
審
議
会
の
報
件
＝
驚
く
べ
き
　
な
ど
の
に
設
で
す
。
彼
ら
は
社
会
保
障
を
型
う
ＩＩｔ

も
の
で
し
た
。
破
仕
は
、
年
令
〔
ら
し
９
ｎ
飾
キ
火

代
で
は
あ
っ
て
も
（働
け
な
く
な
っ
た
時
を
除
い
て
）
、

用
の
■
肝
は
作
用
５
万
５
十
円
不
足
し
、
側
年
修
　
社
会
保
い
の
オ
索
で
は
な
い
の
で
す
。

に
ド
２
０
０
０
万
円
本
俎
す
る
か
ら

今
か
ら
資
だ
　
　
さ
ら
に

一
刻
も
鮨
予
て
き
な
い
最
大
の
課
Ш
は
、

速
川
に
よ
っ
て
不
に
分
を
袖
え
、
と
ｒ
つ
の
で
す
．
こ
　
出
齢
イ
の
介
市
ＩＩＩＩ
題
て
す
。
数
十
万
人
の
介
謹
オ

れ
は
政
府
が

「午
企
下
牛
女
心
」
と
円
尺
を
獣
い
　
勧
イ
が
、
数
百
万

数
十
万
の
要
介
護
イ
を
地
え
、

て
き
た
こ
と
を
山
ら
認
め
た
こ
と
と
肘
し
て
十
．
　

　

そ
の
過
語
な
労
働
は
骰
人
“
件
さ
え
引
き
起
こ
し

ケ
信
弦
い
は
ｔ
え
　
ぅ
企
胆
代
型
社
会
保
障
」

て
い
る
現
状
は
、
す
で
に
介
護
施
設
の
嘲
誠
や
介
讚

を
参
脱
逆
の
日
■
政
俯
と
し
て
売
り
出
し
て
い
よ
　
ガ
勒
イ
の
労
働
吋
問
の
範
樹
や
賃
上
げ
て
は
劃
」

十
か

二
れ
と
そ
人
型
的
な
ど
フ
マ
キ
政
策
て
す
．
　
畔
決
で
き
た
い
も
の
と
な
？
、い
よ
す
。

玄
常
汁
＝
は

現
れ
の
社
会
保
障
ド
市
肺
オ
を
に
　
　
■
た
ち
労
働
考
先
は

一
あ
イｌｌ‐
崩
の
吐

一
の
解
決

洲
し
十
ぎ
て
い
る
か
ら

令
世
代
に
行
き
放
る
よ
う
　
貧
は
、
人
側
＝
会
の
共
同
体
原
理
に
■

つ
い
て
解
汰

に
サ
ろ

北
幼
虻
保
４
敦
古
の
無
償
化
Ｈ

そ
の
第
　
す
る
し
か
な
い
と
覺
言
し
よ
す
。

あ
ア
ル
ジ
コ
７
社

．
オ
で
社
会
保
師
の
大
転
換
だ
な
ど
と
山
面
白
指
　
ス
Ｆ
卜お
い
、
さ
え

公
酎
の
清
掃

４
枝
児
Ｉ
の
兄

し
て
い
■
す
が
こ
ん
な
冊
辻
つ
た
考
え
は
あ
り
よ
せ
　
守
り
な
ど

住
民
ど
う
し
の
供

々
を
ボ
ラ

イ
ア
ィ
７

ん
ｒ
な
せ
な
ら
社
会
保
障
と
は
、
働
り
な
く
な
っ
た
　
＝
動
が
行
わ
れ
て
い
■
サ
．
住
民
が
例
え
ば
、
■
江

人
々
な
ど
を
社
会
が
助
り
る
制
度
一ヽ
あ
つ

一Π
齢
　
の
１
年
１１１１

・Ｄ
る
い
は
１
週
問
？
つ
ち
の
１
山
を
介

イ
に
俯
る
の
は
当
然
だ
か
ら
で
す
。
ケ
常
帝
Ⅲ
ｎ
　
謹
缶
動
に
使
う
、
一
一れ
・
一そ
未
来
の
労
働
イ
社
会
の

．企
世
代
Ｗ
ヽ
な
ど
と
言
っ
て
い
ｋ
十
が
、
現
役
＝
　
先
取
り
で
も
あ
り
ま
す
．

一

安
倍
＝
＝
の
改
欧
は
党
刊
党
路

。
私
利
私
路
、
改
と
す
る
な
ら
天
■
制
条
順
の
削
除
か
ら
１

第
四
は
、
安
常
古
＝
の
故
患
は
、
梵
利
夕
略

■

・
テ
〕と
い
か
士
辻
Ｌ
を
あ
わ
せ
る
と
い
つ
の
で
し
ょ

利
私
附
で
あ
る
と
い
？

一と
で
す
。　
　

　
　

　
　

う
か
。
変
信
改
憲
案
は
全
く
不
爽
術
円
オ
提
案
マ

娑
市
＝
＝
の
会
兄
は
、
９
条
の
平
和
条
¶

（１
　
あ
り

白
己
の
梓
力
本
肥
を
ｈ
化
す
る
た
め
の
策

２
■
）
は
そ
の
工
土
に
し
て
、
新
た
に
０
条
の
■
と
し
　
動
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
リ
エ
せ
ル
．

て

「山
脩
隊
は
合
意
で
あ
る
」
を

付
け
加
え
る
と
　
　
あ

た
て
改
恕
を
言
う
な
ら

■
実
上
　
側
尺
■

い
う
ふ
ざ
け
た
も
の
で
す
，
し
か
Ｌ
こ
の
よ
う
な
埒
　
椎
を
否
定
し
身
分
光
別

”
女
れ
別
な
ど

一の
ら

当
た
り
的
オ
改
″
案
止

０
条
の
一
の
ぃ口
は
峡
力

ゆ
る
た
別
の

″
象
傲
々
で
あ
る
弗

一
羊
の
天
■
削

を
も
た
な
い
」
「日
の
交
破
＝
は
認
め
な
い
」と
い
つ
　
条
■
の
削
除
か
ら
始
め
る
イくき
で
す
．

一

野
党
人
間
は
野
合
、
反
安
棺
勢
力
は

「
川
制
に
起
ん
て

一
常
に
撃
て
１
」

無
徹
に
卜
さ
た
に
訃
え
た
い

▼
」は

町
す
共
開
　
き
る
と
ｒ
つ
の
て
し
ｌ
つ
か
。
つ
い
民
折
行
わ
れ
た
大

で
は
玄
併
政
＝
に
勝
て
な
い
と
い
？

テ
一
そ
し
て
　
ｋ
衆
諦
慌
肺
Ｈ
Ｉｉ
、
共
圧
究
が
ｎ
ｄ
的
な
野
党
火

反
安
仕
切

力
は

「
川
側

に
た
ん
で
　
紺

に
イ
　
削
と
■
っ
た
人
Ⅲ
で
す
が

共
産
究
出
身
の
野
党
絋

て
，
・と
攣
？

一ル
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
快
柑
は

第
４
位
と
い
フ
■
殷
を
は
北
を
映
し

，
恋
民
■
■
や
人
＝
文
な
′
町
■
勢
力
は
、
叫
　
よ
し
た
。
〕の
Ｉ
尖
こ
そ

証
な
も
に
而
口
さ
七
″

文
火
開
で
４
け
れ
ば
宏
併
に
勝
て
イ
い
、
と
言
う
て
　
い
町
今
卜
酬
の
イ
カ
さ
を
言！ｒ
朔
し
て
あ
た
り
あ
り

い
■
す
が

本
当
で
し
―
ク
か
´
そ
も
そ
～
円
卜
民
　
ま
す
‐

Ｉ
光
や
立
ｄ
民
土
光
の
出
尺
せ
先

（民

・
１．
文
）は
、　
　
私
た
ち
”
慟
士
光
世

ｉｖ
億
民
Ｉ
比
や
共
オ
す

舛

一保
守
先
の
小
池
新
兜

希^
望
の
光
）と
合
訛
す
　
の
文
＝
イ
の
只
を
か
す
め
服
ろ
う
な
ど
と
ｔ
，
、
，
ケ
テ

る
こ
と
を
里
ん
だ
保
す
的
な
人
物
ば
か
り
で
す
。
共
　
な
根
＝
は
ヽ
つ
て
い
ｉｋ
せ
ん
。
オ
勤
イ
光
は

「働
く

止
兄
の
■
張
と
政
丼
と
は
よ
さ
に
水
と
油
で
あ
　
イ
・
分
働
十
の
■
の
代
表
を
日
会
命
Ｘ
り
出
す
た

り
、
そ
ん
な
ホ
中
と
共
間
を
組
ん
て

一
体
側
が
で
　
あ
ｒ
常
さ
ん
と
共
に
址
後
■
て
開
い
■
す
。

◆
比
例
区
は
団
ｍ
Ｍ
□
四

と
お
書
き
く
だ
よ
。
略
称
「
労
働
者
党
」

働
く
者

・
労
働
者
の
代
表
を
国
会
へ
！

私
の
口電
訴
え
た
い
一ど

19らO耳幅須督生まれ。

で伸示

"11ほ
から立俣稲 .

会,→取師,201

安
楽
死
悧
銹

釜
加
藤

友
行

ヘ

。人生の選択肢の
一つとしてあると
「お守りJのように安心

●家族などに世話や迷惑をかけたくない

Ω
安楽会爛
●耐え難い痛みや

辛い思いをしてまで

延命したくない

SyStem

安楽死制度を考える会

●制度を使いたくない人は

使わなければよい

●自分の最後は自分で決めたい

the Euthanasia

資成の方は

⑥

ひとつの
制度 に反対です か」

加藤 友行選挙区は

安楽会`〕

X"計

上ヒ1,J代表は とお書きください

は
や
し

だ
い
す
け

林
　
大
祐

来
年
か
ら
イ
ン
タ
Ｉ
ネ
ツ
ト
で
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ん1

視
聴
で
き
る
よ

た

。

プ,レ

ど
れ
併

（や
奈
川
猟
河
出
）
諷
Ｈ
Ｈ
■
機
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一　
は
中
■
の
■
子
」
∬
げ
〓
　
Ａ！
卜
く
】ヽと
，

・

＝

■

ｆ
ｒ

ｋ
在

♯
を

い
毛

林
　
大

”

ていく
ンク ラ

Ｎ
酬
勲
拗
ψ
ろ
党

NHKス

まヽす。て し

l
ロ

「
テ
レ
ビ
が
な

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
み

の
義
務
が
発
生
し
ま
す
岬

こ
の
ま
ま
で
は

支
払
い

い
」
い
」

て
な

ぶつ



参議院(神奈川県選出)議員選挙選挙公報
令和元年 7月 21日執行

本

“

奈 川 県 選 挙 管 理 委 員 会

●元気で週ごす期間を長くしよう

o人生を楽しむ期間を長くしよう
●健康寿命〓平均寿命ヘ

健康寿命延伸のためにゴゴ
□□□吊墓「i`旨に

□圃園囲帯嚢而宗ら

プロフィール
]召 1モ 35年 8月 11日 生まれ(58H〕
60年 東京由打Ч大学卒業
平成 2年 横浜市保土ケ谷区で

歯刊診霞所閲美
23年 日本歯刊医師連證理事長
2S年 参Bttt置挙″刀当選
平成29年 9月～30年 10月

書隅院厚生労働委員長

現在の役職

書脇院 厚生労働委員会理事

北0月鮮拉致同二霞等特別委員会蚕員

決耳霞R金螢R
自民党 厚生労働削会副部会長

労働団体委員会Dl委員長

亀裕′舌躍推進本部臀,

選挙事務所

〒231-0015横 浜市中区尾上町 2-2フ
大洋建設関内ビル7F

TEL:045-263-6020
FAX:045-263-6506

厄∋健康寿命延伸

厘団多様な置lきん

∈目暮らしの充実

島
村
本

自
民
党
公
認健康寿命延伸…予防 健康づくり、健康診断を十三民皆保険に

「全世代型社会保障Jの悟築…人生それぞれのステージで必要な保障を

働く環境の整備…多様な働き方に対応する受けEllを 用意

人生 100年型の年金制度の確立…年金を受けとれるl寺期を柔軟に

必要な医療や介霞の確保…病気や障害、要介護の方々に安心を

比例区は候補者名又は自民党とお書きください。 Щ  WWttHmamuradttjwHP

自鳳真公認

推

8
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ま生
▼
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厳
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生
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子
莉
外
声
ｔ

▼
神
申
川
に
力
〃
ノ
０

オ
ス
ア
レ
イ
も
い
ら
イ
い

g魯毒
:ぞ

あ
さ
か

７０
万
人
に
月
３
万
円
の
情
付
翼
挙
金
乏
。
翼
寧
金

は
無
利
子
に
。
開
可
保
育
日
の
３。
万
人
分
増
瞑

狂瑠
長
堅
湾
と
墜
百
の
無
ａ
Ｖ
一
常
に
昭
密

口ヽ
に
。

ほ

３

・
１
兆
円

へ
の

「思
い
や
り
王
屋

熾穀
日
本
具
塵
寛
豫
配
て

市
民
と
野
党
の
共
同
ひ
ろ
け
安
倍
政
治
ス
ト
ツ
プ

暮
ら
し
を
支
え
る
社
会
保
障
を

最
低
賃
金
は
時
給
１
５
０
０
円
に

大
学
・専
門
学
校
の
授
業
料
半
額

鬱
な

ん

で
英

一Ｂ

党

は

Ｈ
軍
の
■
家
ｒ

て
き
る
た
に
う
０

大
£
薇
小
ら

勲
拒
ヒ

えるr
２
枚
目
の
投
票
用
紙
　
比
例
代
表
は

く
し
だ
久
子

ク

イ

瞬
希
睡
隅
兵
司
太
事

松
沢
洋
身

１
枚
目
の
投
票
用
紙
　
神
奈
川
県
選
挙
区
は

かながわりょく

この日

前
神
奈
川
県
知
事

粗
員
報
酬
と
臨
員
定
数
の
カ
ッ
ト
。
国
守
公
務
員
の
腱
員
数
と

人
件
買
削
灘
。政
府
の
外
郭
同
体
の
統
鷹
合

民
営
化
。

■
憲
法
改
正

国
民
の
知
る
権
利

フ
ラ
イ
パ
シ
ー
糟
や

自
衛
隊
の
役
割
の
明
配
な
ど
時
代
に
合
わ
せ
て
改
正
。

■
消
費
増
税
凍
結

行
革
な
く
し
て
増
税
を
し
。

財
政
再
趣
は
経
済
瑾
長
を
通
し
た
税
収
伍
大
て
実
現
。

日
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
立
回

日
本
の
先
端
技
術
力
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

発
電
を
推
進
し
、原
発
ゼ
ロ
オ
ロ
指
す
。

■
身
を
切
る
改
革

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
Ｂ
力
し
て
実
現
。

前神 奈 川 県 知 事 (2硼

●1950年 4月 川I衛市生まれ。
●服臣磯盛大学法学白E卒

●松下政軽塾(3呵生)に入塾後、

米国連邦下院旧員のスタッフ

として活巨t

●衆脇院隅員(3m)

●同在、お阻院田員(聞
'

●京炭/1と ,良 2人 (那 2人 )
そして、愛犬ティオ(白員犬)

●湮味/歴史研究、
'央

巨
=資
、

スポーツ霞は、ジョギング

m matsuzawacom

●
日
―

松
沢
し
げ
ふ
み
の
政
策



令和元年 7月 21日執行

参議院(神奈川県選出)議員選挙選挙公報
利I奈 川 県 選 挙 管 理 委 員 会

佐 さ

々
木

さ

き

さやか

のの

弁
護
士

未
来
に
責
任
。

‐４。
田
国
日
国
円
日
日
日

や
中
小
企
業
の
設
備
投
資
に
か
か
る
固
定
資
廷
税
を
軽
滅
！

国

の
木
来
を
決
め
る
の
は
、
言
共

で
は
な

い
。
行
動

で
す
。

私
は
、

こ
の
信
念

で
１
畑

６
年
、
多
く

の
方

々
の
声
を
何

い
、

そ

の
声

に
応
え
る
た
め
に
走

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

世
界
で
も
類
を
見
な

い
日
本

の
少
子
由
怜
化
。
国

の
か
し
取
り
が

重
要
な
今

こ
そ
、
佐

々
木
さ
や
か
は
、
弁
護
士
と
し
て
の
経
験
、

女
性

の
視
点
を
生
か
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
半
せ
を
実
感
で
き
る

社
会
を
築

い
て
ま

い
り
ま
す
。
希
望

の

「
木
来
」
を
開
く

こ
と

こ
そ
、
私

の

「
責
任
」
と

の
決
意
で
―
―
。

翁
災
害
時
の
無
料
法
律
相
践
を
実
現
！

◇
性
犯
罪
を
強
罰
化
す
る
１
１
０
年
ぷ
り
の
刑
法
改
正
に
尽
力
！

り
が
ん
患
者
の
運
転
免
許
証
に
帽
子
着
用
写
真
の
使
用
が
可
能
に
！

鬱
私
立
高
校
授
業
料
の
実
質
無
償
化
を
実
現
！

り
返
済
不
要
の
愉
付
型
翼
学
金
の
創
殻
を
リ
ー
ド
！

「
」
生

命

と

を

守

る

／
政
治
の
柱
に
防
災
・
減
災
を

０
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
防
災
対
策
を
進
め
ま
す

傘
相
談
窓
口
の
整
備
辱
で

っ
い
じ
め
撲
滅
や
に
尽
く
し
ま
す

「
一締
樋
褥
」
を
守
る
／
景
気
回
復
の
実
感
を
家
庭
に

珍
国
家
戦
略
特
区
等
を
支
え
、
国
際
競
争
力
を
高
め
ま
す

冷
中
小
企
業
、
観
光
、
農
林
水
産
業
の
活
性
化
を
支
え
ま
す

「
ホ
生
活
巴

を
守
る
／
誰
も
が
輝
く
社
会
の
実
現
ヘ

＠
幼
児
教
育

。
大
学
無
嶺
化
等
、
教
育
負
担
を
軽
滅
し
ま
す

の
高
齢
者
雇
用
の
促
進
、
盟
知
症
施
策

。
が
ん
対
策
を
進
め
ま
す

項
目
の
宝Π
笠
π
以
整
界提
言

靱

80
以
上
の
法
改
正

●●阻院■只1閉 (Ⅲ奈川県選挙区)●横浜市在住 (青森環出身)●創価

鞘  尋撒旅紺「口LINE友 たち量保耳集中 !

@`3yaka_sasakt

公
明
党
公
認
　
自
民
党
推
薦

々
木
さ
や
か

与党も野党も期待岳純勝材歩ラの木
プロフイール ―――― なぜ、オリ…プの本な0か? ――一―

比例は

日m S2年 9月 20日生‡

“

(H41■
'帝京樹学大学超工学欝亭票/博玉臣立換山常臓菖

辱学校卒粛/粛玉県鉄山市立東中学t寅卒篤/猫=
果棋山市立 術膜山小学校卒婁

飲食店店貝/珂 a票 /Eは鮨 層亮
n「蠅/出 僚Hてり宅人相社館餞及び出糊保E佑
跛の性と料鬼学の導入

大企業や業界団体、大労組や公務員労程の支援を受

けた政党では、本当に国民のためになる政策は出せない

(例、原発ゼロ・宮民格差是正)。

また、格差解消の立場から、自民党以外の政党を支持

したくても支持できる政党がないのが現実だからです。 榎
本

オ
リ
ー
プ
０
木

公
認

「オリ留引
島島糧鱗

た
とお書きください

し■
岬

し

オリーブの本が掲〔ザる5つの共通政策

オリープの本公式サイト
https:′ ′o"VepartyJp/



令 和 元 勺■7月 21日 苛丸そ子

参議院 (上ヒ例代表選 出 )議員選挙選挙公報
和

“

奈 川 県 選 挙 管 コJ!委 員 会

月6.5万円ゆ月4.5万円

JCP

田 ロ 繋

希望と安心の日本を
国民の願いを実現する日本共産党の現実的な公約です。「″J界中′bJ「アメリカいいなり」という

山民党政治のゆがみをただし、「市民とμ了党」の共岡をすすめ、新しい政清の扉をFΠきます。

‐ -3つ の改革で、財源にあてます。

、                      

安場 を

O更上げ・正社員化をすすめ保険料収入・加入者を増やす

月6.5万円以下の年金生活者すべてに

月5千円を上乗せします

くらしに希望を
8時間働けば
ふつうに暮らせる社会を
0中小企業の貫上げ支援の予算を1000借
にし、最低賃金をいますぐ全国どこでも時

給 1000円 に。 1500円 をめざす。

●残業代ゼロ制度の臨止。残業上限は月4
51き間に。

くらしを
支える社会保障を
0公受1兆円投入で回保料(税)の大中日引き下げ。

●子ども医療寅無料化を国の制度に。

●低所得者の介臣保険料を2/3の 水準に。

お金の心配なく学び、
子育てができる社会を
0大学・専門学校の授業料をまず半額に、
段階的に無償化へ。

●70万人に綸付制奨学金 (月 3万円)。

0」 中ヽの学校綸食費・保育の無償化。

>百!寺;と

'7NwwJcp・

Or」 p′

口日水中の八ラスメント議止

法を口l定。■lR的 夫婦別性を

実五する。

法人税の大企業への優退税制を改める約4日 0兆円

宙裕層優遇の証券税制などを改める 約 3日 1兆円
米軍への思いやり予算などをやめる  約0日4兆円

0
0
0
0

盟雪古申i葛地建:H中止、コ天雨

ヽ地の無条件は去て対米交渉

t気兵日よ止表4,にサインする政

F35啜 日色の報 Hい.や を。日米地芭

“

定のま本改L

稟アツア平和疇力構類Jを■遺。

0
g売ゼロの日本へ 再生可田Jエネ
ルギーヘの大転換をⅢ力馬.風え
工散散災者への完全補償 耐底 TPP日定からH出 し、資 iH=

定を,

政共省生活胃た支観0を SOO
万円に増日 半Hも 支担の月

カシИ番取は中止する.

悔村さえこ所 小池 晃 現  しいばかずゆき晰

―
■工預帳 5ネ 瞬h 

―
東軍         

―
仲環J 千日 」J槃

LGttT′ S06(性 的掏向 性
自已)に関すると副のない社

党書院幹事長 回対螢R長  )じ削螢口長        弁歴士

丼上さとし瞑 山下よしき 碗 仁比そうへい 軍

同世措

呻 真

"H医
僣毯、HB]亜

会登 釉 評   
匝 中国 四□ 九州 ,Ⅲ鳴

比例代表名超豊載者 (第
'次

)

党R“ 漁民局長

紙 智子 重

―
fι刃lH】尽Jと

こうしてつくる
は

政府が年金7)と円削減 mぃ巾

比
例
代
表
は

くと
だお
さ書
いき

10% 中止

日本共産党

略称/共産党

こ(′ 選挙公概lは  名障
“

i ni政党
'か

らl里‖1さ
'Lた
年Hを  そ(′ 士土HIIW iた ら′)です. 伴′F‖ 1吼

'置

子ヽ管|「 T ttlt々 (積卜‖中III′ド火迪 1)



令 和 ラ竜勺■7月 21日 執 そ子

参議院 (比例代表選出 )議員選挙選挙公報
小

“

奈 川 県 選 挙 竹 l11!ゲ支 Ⅲ■ 会

ひ ら

日本0明口を切り拓く。
新しい時代が幕セ開けました。

怠速に進む少子高い化、ま勤する国際情勢。こうした栞電に主ぢ向かい、

新しい時代のロホ芝創るのは、他の電住でもありません。私たぢ自身です。

強い経済、地方創生、災書に強い国創り、全てのせ代が美にできる

繁捺g拿舒れ、幹泳貯ぢ驚鶯どξ脇悟仇 撃を幹ユ

政治 は国民 のもの

比例代表は自民党の比例候補者名または自民党とぉ書きくださ呪  激

〒臣ヨEttEヨ脱硝″ゞ串■ロヨ羅 七岳1臣≧習F

ありむ ら 治子 石 田 まさひ ろ赤 池 まさあ き

えとうせいいち糸 川 まさあき 井 上 よ しゆき

小 ,IIし ん じ おだち 源幸 かくた 充由

Jヒ 村 経 夫 木 村 よ しお くま田 あつし

佐藤 のぶ あき 佐 藤 まさひさ 山 東 昭 子

つ げ 芳 文 中  田  宏田 中 ま さ し

ひが なつみ橋 本 聖 子 羽 生 田 たか し

本 田 あ き ヒ 丸 山 和 也 水 口 な お と

宮 崎 まさ お 富本 しゅうじ 森 本 勝 也

山 田 太 郎 山 田 と しお 山 本 左 近

木 と お る 浦   情和 田 まさむね 特 定 枠

候 1甫 者

この選 ＼ヽ公‖lは、名程中t"IJえ丈,からJ里‖き,とたF隅 を、そυ,ま よHに 11た ちのでJ. Ⅲ′'WI曜 選挙竹
'1411弁

(に ,R‖ ⅢⅢIて 1水ノ、迪 1)



令 和 元 勺i7月 21日 章共4〒

参議院 (上ヒ例代表選出 )議員選挙選挙公 報
Ⅲ

“

奈 川 県 選 挙 管 r11!公 Ⅲl会

J k

ｒ

Ｌ

全国比例区は候補者佃八名または々 ど′力 と書いてください

田 コ ふ な ご や す ひ こ lt身眸中ギタリスト研 AК卸

画 本 村 英 子 け口
′ぁヽ的介糾 陣買輔 陥 奇報 )

大 西 つ ね き 侃 J.Lモルガ理 争r貰鉢 鞘 デイ
ーラ→

辻 村 ち ひ ろ
侃境保よ Cヽ()職ω

は す い け 透 ∝れ翻印
tよるlt鼠船 4ネれ「連′競食V樹用D

三井よしふみ瞼似tFn・元セプンイレノン・オーナ→

や す と み 歩 銀峨 靭 激 化研妨 執働

III本人 郎   (会諷院諷貝・『
FIA)

渡辺てる子 伝舶畑奮・シングルマザ→

0消費税は廃止緩1弓嗣 肥鞠高躍温鰍縮燃召『えみ.
0全国―律!最低賃金1500円「政府が補償」
′‖賢n票止と法人■の工道イヒ(中小零硼F業者の大Й」`Dそれてもよ字の▼兵主tよ政府力f鵠イR jむ方活性 景気口ほ、穴京―標集中足正の切り1し .
同
'守

に、量低質登滋に則り生,舌保監こ卒も引き上げ、年収200万円以下世帯をゼロに。

O奨学金徳政令
ま

'公

務員増 ξζな縁畿 f磯選   醜騨 分の1

0-次 産業戸別所得補償 :額         :こ 含写:与:;:|・

0「トンデモ法」の見直し・廃止脇臨評報除経衰第姦雛報詠る法に、
派遣法、安全保障関連法、Лll席法 テロ守牢償罪など。

0辺野古新基地建設中止沖Rの醐よ明鷲,

0原 発 即 時 禁 止
。
被 曝 さ せ な い

期 兒▼脚 こよる叡災者 損害者幅 侵の檻続、■充i

▼務 所
〒160000コ 東京都オrl宿 区四谷 2コ

「

15 JLBグランエクリユ四谷 Fヽ～ 9F
TEL:03(6384)1974 FA)(iOS(6384)1975 MAIL:hagak Orelwa― sh nsen口 umi cOn

https:〃www.reiwa‐ shinsengumi.com れいわ箭還組略称=れいわ

れいわ新選舶[【候補者リスト】

れ
い
わ
緊
急
八
策

甲

亨Tr′ 力 :Jた ∬ たて・・許 も と ろ うた

河エ線Ⅲ
や  ま

犯ど′カ

▲ ― ▲
国民民主党 参院選比例名簿登載者 (ァィゥェォ順)

石上 としお  いそざき哲寛 大島 九州男比例区は、
「艦補者名」または
「国民民主党」と

小山田つね子 酒井 リョースケ

全力てBく .全力て日ける. 仲同のこい、      平コg滋のH神を   求‖H―で       ヨコハマ,E!
全力で撓む。      かたちにしたい。    守り

=す
       政治を■える!     ●

=方
改車で

男性のよEと出を。

お書きください。略帝 :民主党

鈴木 覚   田中ひさや  田村 まみ  中沢健   浜野 よしふみ・ 児童手当増額 !
子ども3人のま庭なら約 1,000万 円。 凸くみんなの

力にとりたい。 長釧鶏1と   畿第―主に  象孫躍躍!

人への投資で
駕末の人材を青慮

。暮らせる年金を。
低所得者には置ほ年60,000円 上祭せ

。あなたの家賃を補助。
年収500万円以下世帝には月 10〕 000円 。

ひめい ゆみこ 藤川 たけと

坐栞魏堵出 ≧ぞ謎‡耳 ヨ魏:lj虫く
国 Eく
みん 世Eし■にあ、

子百て世代全力応餡
Hlえ、二索、
花とはのトツプランナー

こツ10(朴公ilは  イ,い ‖!丁ぇ)′将力.ら ,■‖Iさ Iた原H々 、そυ)と 主向||イ Iた もυ)で,` 朴求
"ht選
Ⅲll〕 Vttti′ f(い卜

“

中ll■人く(1)



令 不日元 年 7月 21日 執 行

参議院 (上ヒ例代表選出 )議員選挙選挙公 報
奈 川 県 選 挙 管 l11:グス・ 11会

小 さな を 聴 く力。″
+

子どもから

高齢者まで

日本は今、深刻な人口減少、少子高齢化に直西しています。この最五要 fぺ題を乗り越えるためには白民、公明両

党による安定政権が不可欠です。公明光には、生活者の小さな声を聴き、地方と国のネットワークでF在実に口政

につなぐ力があります。この力を発揮し、子どもから高齢考まで安心の企ll代型社会保睛を碓立してまいります。

毯◆全世代型社会保障ヘ

◇r子育て安心J社会に向け、“3つの教育無償化"を火みとヘ

◇低年命考を文Jイイtに年最大6万 IJを li栞せし、介 l笠れ!険料を中1文減

◇消費税率引きLげに附え、Iた滅税率、プレミアム付きll旬 占∴券など実施ヘ

2口 力強い日本経済ヘ

◇最低賃命10001utt Lへ の指失な引きにげやその影智を受ける中小企業への文l愛を強化。

◇ l‖守‖H li位 で取得できる年次有締休暇市u度を導人します。

懇辱希望ある“幸齢社会"ヘ

◇交迪機関の迦賃割」Iやデマンド!W(予約

“

U)バスの憎友など、地域における暮らしの足のrT「 I力 t。

◇認知
":の

予防・介謹方法の

'F究

とともに、‖4小治狭某のV‖チとΥkを 1広大します。

政治の賞ケとには、FI民 の納待と信頼を得ることが不 1丁欠です。消A税辛 1(〕 %への引き liげに向けた今こそ、
IH会識貝白らが、廂みを側:う「身を切る改‖」を餌fr行し、その覚悟を示すべきです。

公明光はに1会議員脱資の10%HJ)士 を失うLします。

ヽ

「安心社会」をつ くります

政

策

若松 かねしげ現 平木 だいさく婦

「みμ聘第 」で彼興,VJ災にノ、力 木メ(をひらく確力・な失力!

r

新妻 ひでき現 山本 かなえ 硯

「ものづくりでこの1叫を,L女

“

こ!「あ′Fたの″1を、かなえるチカラ.j

クロ
")と

11`眺 選比

“`▲
に上」しの6人を1としめ17人を公μしていとJ。は4出 |

消費税率を10%に引きkげ、年金、医療、介護、子育て支援に活用。

国民が「実感できる」景気回復を実現します G

新たなモビリティ(移動)サ ービス社会ヘ

■

―

比例区の投票用紙には、公明党の候補舌名または公明党と、お書き下さい。 1略野Tは公明 |

与党も野党も期待できない
をピ、オリープの本なのか?

大企業や業界団体、大労組や公務貝労組の支援を受けた政党では、

本当に国民のためになる「文策は出せない (例、原発ゼロ・官民格差

是正)。また、格差解消の立増から、自民党以外の政党を支持したくて

も支持できる政党がないのが現実だからで現

共
通
政
策

選挙はカンパと

ボランティアで

リ

ア
∬ 盤

政党

連合

の B

アキ木
党女性同長

5月 20日 、「自由国民党」、「新党恵法 9条」、「今治加計獣医学部問題を
考える会J、 「平和の党J(代表 西尾罵一千葉県説会議員)の 4団体で、だから 「オリづ 0本」政党連合「オリープの本」を構成。

痔 警
①対米自立  ②ベーンックインカム導入 ①消費税5%ヘ 黒I!|あつひE 天木 直人 小,IIまなぶ

(地位協定の見I目し、専守防旧i等。)  (政府が生活置を国民に配る。)

①官民格差(1.6倍)是正  ⑤原発即時ゼロ 麹ず翻 諄
比例代表は『オリープの本』(略称オリープ)または候補者名をお書きください。HPは ]チラ

この選卜公似11、 名岳hi"I政 党l`か「,世 ‖1挙 れたl,晰 t,そプli土 ‖門I´ たちのです. 神奈川I上 忠ヽ子竹I早 4tt4(HJI‖中たI〕 1、人剋 1)



令 和 元 年 7月 21日 執 行

参議院 (比例代表選出 )議員選挙選挙公報
Ⅲ

“

奈 川 県 選 挙 骨 r11!委 員 会

釈りようこ 松島ひろのり

「及川宇久遇在
鼠由チャンネルJ、

「
家 国際政治

幸福実現党外務
局長。

呻

L碑四口消費税 5°/。への減税で景気アップ
口扇謳胴 減税と規制緩和で地元に企業を呼び戻そう

…
経済成長による健全財政を

隠轟謳■「自動と支え合い」で安心の社会保障を

煎 回防で、愛と自由を守れる国に 及JII幸久

コ
「 候補者名

をお書きください。
幸福実現党 剛
いのちを守り、繁米を実りとする。

一小 く

とヒ伊Jは
こう ふ く しつ  けん  とう  h「 _pa「 ty,p

略称:幸福
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令 不H元年 7月 21日 執 行

参議院 (上ヒ例代表選出 )議員選挙選挙公報
利〕奈 川 県 選 挙 管 PL少 lt会

徹底した を実現

ことのできる 年金制度改革

規制改革で経済成長

機余平等社会を実現するための 教育完全無償化

比例 代 表候補者

今こそ財政金融の
本門家を 1

いのち打く未来へ
政治に喝 !

Jヒ 方領土問題解決

山
口
か
ず
ゆ
き
奥
田
ま
り

梅
村
さ
と
し

く
わ
は
ら
く
を
」

嘘ばつかりの政治は

辟さない 1

空
本
せ
い
き

む
ろ
い
邦
彦

し

いわ
ぶ
ち
美
智
子

この国の社会保障制度、とくに年金制度改革は待つたなしの

状況にありまi維 新は必要な社会保障制度のR養論を真摯に
行いま魂 既存の与野党にできない具体的沌策の提案を続けま魂

比例代表は「維奉万」または,「候補者名」をお書きください。F/″ i酔本翌障彰含

支えあ)社会のたりに
i⑤ 安心の社会保障へ立てなおし ◎人間らしい働き方の実現  :
:◎ 子ども・子育て支援の拡充  O消 費税10°/o中止へ    :
|◎ 地域と農林水産業の再生  ◎脱原晃の実現、叔災地の復興 |

i(つ 辺`野古新基地鰹設に反対  ⑤行政の「私物化」を許さナょい :

守
る
。

辺
野
古
．憲
法
、
い
の
ち
。

豊
か
な
く
ら
し
へ
、

と
も
に
ま
っ
す
ぐ
。

許
さ
な
い
!

安倍政権は、民主主義のlR幹を悩るがし、退顧立法を強行し、平和憲法の改悪に向けた
黒走を続けています。こん′よ政治は、もう終わらせましょう。

社民党は、国民のいのちと暮らしを守り、誰もが只心して生きられる「支えあう社会」を
めざします。

[党首 ]又市 征治
吉田ただとも 仲村 みお 大椿 ゆうこ
社と、党月1党営 元参:諏院覇日、

人分Rウエイトリフティンク略会会長

〔私のこだわり]
雇月lttg打 、眠イ水世岳興
干百こ教百、共1方 E′占`、父濁

[Thのこだわり]
地方目治、沖健医興子どもの貧日
干百て教育 医療 禍11、 翠封t団題

クビ切りの4いにむtヤラ強 埃けらflる J会オ

増技より周上デをI

M原元 共生社会の戻貝
比例 区は
http:〃www.sdp.。 r.jp/

学l沖 HЩ照、力贈:TI】 運動センター諷4h=ゝ  労
"ち

IR合役日 労
'll日

移員

目治体議員立憲ネットクーク〕(同代工t 
〔私のこだわり]

憲 法 を 活 か す 政 治 比例代表候補者

NHKをぶつ嬢す!
現行のNHK受 信料制度では、

視隠してしヽ十ょいのに払わさオヽ

ている人がいる一方、視隠して

しヽるのに払わ
'■

い人がしヽて不

公平″よ状態てす。我々NHKから
国民を守る党はこの間題を解

決するため、NHKの放送を観る
ナどら払う 払わオどいなら観られ

NHKスクランプル放選の実現
NHK受信料を支払わない人を応援します亀稔[認鷲解

【略称】N国党

立花孝志

浜田聡

熊丸英治

岡本介伸

`IH慌

(■日)比開区報桐

こ′,嵐うく公Hlは  名計
“
"lJ′

党々J'ナカら世‖1き
'し

た庄H守 .そのよ
=向
1lW I´ たらので

'す

 ‖フヽ
"'ヽ

モ選キ'へ■ 1々l Fi(程よ‖ⅢⅢ五日本人麺1)



令 不11元年 7サH21日 寸大そ子

参議院 (上ヒ例代表選出 )議員選挙選挙公 報
1lll奈 川 Ttと 選 挙 骨 丁11!ゲ_ヽ Fl会

暮 ら し 力
れ
ら 始 ま る 経 済 成 長 ヘ

国民T人ひとりの暮らしを豊かにし、教育や福祉への投資によって次世代の
可能性を切り拓く「ボトムアップ経済」へ。それが立憲民主党の答えです。

1ご班亀辞る2期雛忌呉計路3
消費税10°/oへの引き上げを凍結しま現

子育て。教育に投資する

ことから始めます

立憲民主党代表 枚 牙 幸 男

川

田

龍

平
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貝

と

お

る

お
ま
た

平拿

中手
本J!
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こ
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元
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お
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中”］中　　一一一一一一一一中拳｛一ｉｒ”］““　　　　　　　　　　　　　　中報”̈
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ま
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さ
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石
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大
我

　

］序

ま
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こ

　

れ
じ
た

幸

久

４尊中〕）一“申Ⅲ“　　　　　　　　　中”中　　　　　　　　］中滋せ日から、実日‐こ。

み
き

FえЯより「造化Jする 人に電り澤う
こしい行取

『紳
ｍ
鵬郎相

嗚
‐社醐如

比伊u代表は、「候補者名」または

「立憲民主党」とお書きください。略称=りっけん

ひ とつの選択肢q
τ

〉

は

安楽会

。自分の最後は自分で決めたい

。制度を使いたくない人は

使わなければよい

。耐え難い痛みや辛い思いを

してまで延請したくない
子供の頃から一回何度も自分で′主η]を 打ち筑ける府をれえながら約37作現な‐に至る。日本大学 2年 生の20才
の1う に会

'1を

設立。,「 t´いrジネスにllЬみ続けて28年。金融槻関や不ロカ屋余■ 弁騒士、税理士ヨ子務所等を対よ
に口a客

=女

2万 社 l｀り上。政治の世界でも新しい政策を訴え続け、2009年 から安猟:死制度の創設を訴え新党本質
(後に賓央う7究 に憩岳 )、 20,4年より直拶民主刊′,所 える政治団体「支持ご女党な tフ JIt豪 、今回は政治活動の原
点に戻りf賢楽死制度を考える会」代表として

'高

野ll中 。

COnSideration the Euthanasia syStem

安楽死制度を考た嬢⑥
(略I「安楽会)

③比例代長名節豊砒著 代表 佐野秀光 フロフィール 安心

●家族などに世話や
迷惑をかけたくない

。人生の選択肢の
一つとしてあると
「お守り」のように

比例代表は とお書きください
(略称)

こυ,患為く公11は 、Й帝中I‖ 1政 j.ヽ か
',,I‖
Iド ■たげЧを、そυ,土

=向
ヤ, た 1)の (す   社奈川hl沢十ri‖ 41lFf(ヽ (Ⅲi J中 I(1イt人Ⅲl l)
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。
小
学

生
以
に
の
方
２０
人
（先
射
順
　
小

学
生
は
保
設
者
同
伴
）。
対
朴
え
・

タ
オ
ル
・ウ
オ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
・

岬
子
　
水
筒
。
５００
円
。
ぬ
れ
て
も

よ
い
脱
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
　
参
加
ィ
介
ｌｔ
の
薯
製
事
ゆ

・

午
齢

仕
別
を
、
往
復
は
が
き
で
、

み
ど
り
公
問

。
本
辺
課
な
２‐
１
９

８
５
２
へ
。

生
き
が
い
事
業
国
寺
子
屋

生
き
が
い
■
業
Ｍ
（山
人
帆
１

１
３
１
２
１
２
）。
先
オ
服
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
　
７
月
３０
Ｈ

（火
▼

３．
Ｈ
（水
）、
午
前
９
時
３０

分
～
午
後
４
吋
。
小
学
校
４
～
６

午
■
、
今
１０
人
。
針
記
川
共
。
３

第
数
佃
別
教
主
　
３０
Ｈ
、
８
川
―

Ｈ
（木
ゝ
午
後
３
吋
～
４
吋
３。
分
・

４
時
３０
分
～
６
時
。
小
学
校
５
・

６
年
生
、
作
１０
人
。
針
祀
川
共

・

教
升
占
。
１
阿
１
０
０
０
円
（
被

数
十‐‐‐
参
加
す
る
と
判
明
が
あ
り
ま

す
）。

か
ら
く
り
■
件
　
１
日
午
後
１
時

～
３
時
。
小
学
校
３
～
６
午
■
１０

人
。
は
さ
み
・
木
に
用
抜
若
刑
・

定
現
　
カ
ラ
ー
ペ
ン
。
剛
円
。

ド
道
　
２
Ｈ
（令
）午
後
１
時
～
３

１１１
。
小
学
生
１５
人
。
古
述
迫
共
・

半
紙
。
剛
円
。
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

園
　
必
要
事
ル
・学
年
を
、
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
、
生
き
が

い
■
業
団
ａ
３３
‐
２
３
３
５
囲
３５

１１

１

７

４

４

劇

す
１一府
一中
Ｌ
Ｑ
日
ω
召

口
‐コ
①●
コ
０」〕
へ
。

夏
休
み
子
ど
も
囲
碁
入
門
教
室

４
Ｈ
以

・
ｌｉ
出
席
し
た
方
に
は
２５

級
の
認
定
状
を
波
し
ま
す
。

８
月
２‐
Ｈ
（水
）～
２３
日
（令
）
・

２７
Ｈ
（火
▼
２９
Ｈ
（木
）、
企
５
‐――‐
、

午
後
２
‐――
～
４
時
。
ま
ち
づ
く
り

財
Ⅲ
。
日
料
の
う
ち
３
Ｈ
以

・
ｌｉ
出

席
で
き
る
小
　
中
学
生
４０
人
（先

粘
順
）。

圃
　
， 咄
話
で
、
７
月
５
Ｈ
（令
）午

山
８
時
３０
分
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り

財
団
文
化
＝
業
課
倉
３２
‐
２
２
３

７

へ
。

美
術
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

十‐…
バ
ッ
ジ
の
作
り
方
な
ど
を
参

加
考
に
指
導
し
ま
す
。
ｌ
Ｈ
だ
け

の
参
加
も
で
き
ま
す
。
７
月
３‐
Ｈ

（水
）
に
Ｉ
前
説
明
会
を
し
ま
す
。

８
月
２
Ｈ
（命
）
～
４
日
本Ｈ
）、

企
３
‐ｆｌ‐
、午
後
１
時
～
３
時
３０
分
。

災
術
鮒
。
中
学
生

・
高
校
■
２０
人

（先
片
順
）。

園
　
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
応
募
」
・
必
要
事
項

・
学

校
名

・
学
年

・
ｈ
動
で
き
る
Ｈ
を
、

は
が
き

・
メ
ー
ル
で
、
〒
２５４
‐
岬

山
人
帖
ｌ
１
３
１
３
美
術
館
ａ
箭

１
２
１
１
ｌ
Ш
口■
日
Ｅ
∽０∩
へ
。

図
書
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

許
界
の
堆
里
や
予
約
本
株
し
な

ど
を
し
ま
す
。
中
央
図
＃
鉗
。
市

内
在
住
　
在
■
の
中
学
生

・
出
校

生
１０
人
（加
遺
）。
過
去
に
参
加
し

た
方
は
定
員
に
関
係
な
く
参
加
で

き
ま
す
。
針
記
川
共
・
飲
み
物
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
　
初
め
て
参
加
す
る

方
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月
２４
Ｈ
（水
）午
後
１
時
３。
分
～

４
時
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
２
‐ＩＩ‐
以
Ｌ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
８
月
６
Ｈ
（火
）

マ
ル

シ

エ

u

n

S
u
n

手
作
り
雑
貨
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、
キ
ツ
チ
ン
カ
ー
で
作
っ
た

で
き
た
て
料
型
な
ど
が
共
し
め
る

古
牛
市
で
す
。

７
月
Ｍ
Ｈ
（Ｈ
）午
前
１０
時
～
午

後
２
時
。
小
両
決
行
。
洲
南
力
岸

公
国
（高
浜
台
３４
‐
１
）。

圃
　
ア
ル
ベ
リ
ア
ー
ル
ホ
ー
ム
な

警
戒
レ
ベ
ル
で
避
難
情
報
を

伝
え
ま
す

洪
水
や
上
砂
災
■
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
５
段
階
の
「群
戒
レ

ベ
ル
」を
使
っ
て
、
防
災
行
政
川

～

８

日

（木

▼

１６

日

（金

▼

２０

日

（火

）
～

２３

日

（金

）
、

午

前

９

時

～

１‐
時

３０
分

。

□

　

作

図

苦

飢

や

凹
苦

館

ウ

ェ
ブ

に
あ

る
中

込

苦

を

、

ＦＩＩ

桜

、

７
月

１ｌ

Ｈ

（木

）
ま

で

に
、

中

央

図

書

館

ａ
３‐
‐

０

４

１

５

へ
。

無
線
な
ど
で
巡
難
を
呼
び
掛
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
レ
ベ
ル

３
以
上
が
発
令
さ
れ
た
勤
合
は

指
定
紫
急
辻
雌
場
所
な
ど
に
巡

郎
し
て
く
だ
さ
い
。
辻
難
時
に
と

る
べ
き
行
動
な
ど
、
詳
し
く
は
市

ウ
ェ
ブ
を
ご
比
く
だ
さ
い
。

固
　
災
省
対
策
課
台
２‐
‐
９
７
３
４

指
定
管
理
者
を
募
集

令
和
２
年
度
か
ら
南
部
柄
社
会

館
（和
ヶ
浜
２。
ｌ
ｌ
）と
山
部
柵
祉

会
館
（公
所
冊
▼

七
国
■
（土
星

４
５
９
４
）を
管
理
巡
廿
す
る
剛

体
を
非
朱
し
ま
す
。

非
朱
要
項
は
令
和
元
年
７
月
１２

日
（金
）～
８
月
３０
日
（命
）に
本
館

１
附
の
柄
祉
総
務
課
で
配
り
ま

す
。
応
募
す
る
場
合
は
、
現
地
で

開
く
説
明
会
に
必
ず
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
プ
な

ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

圃

資
圧
縦
付
課
台
２．
‐
８
７
６
３

ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
ひ
ら
つ
か

ク
ー
ル
シ
エ
ア
　
」釈
し
く
辿
ご
せ

る
施
設
に
足
を
巡
び
ま
し
ょ
う
。

７
月
２０
Ｈ
（
二‐ｉ
）
～
９
月
３。
日

（月
）。
失
施
施
設
は
市
ウ
ェ
ブ
な

ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
　
小
業
所
や
家
庭

の
明
か
り
を
消
し
、
二
空
胆
祭
な

ど
を
恭
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
８
月

２２
日
（本
）
午
後
７
時
～
８
時
３。

分
。
次
の
い
ず
れ
か
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
①
川
内
外
の
無
明
を

消
灯
②
消
せ
な
い
照
朔
は
カ
ー
テ

ン
な
ど
で
述
断
。

Ｅ
Ｖ
＝
進
ア
ク
シ
ョ
ン
　
電
気
白

動
中
の
試
来
会
な
ど
を
し
ま
す
。

７
月
１４
日
（日
）
・
１５
日
（机
）。
本

針
１
階
多
日
的
ス
ペ
ー
ス
・
ら
ら

ぽ
―
と
洲
前
平
塚
１
附
光
の
広
場

（天
沼
１０
１
１
）。

圃

報
境
政
策
課
奮
２‐
‐
９
７
６
２

総
合
公
園
の
ト
イ
レ
を
改
修

し
て
い
ま
す

人
池
山
判
と
ふ
れ
あ
い
動
物
園

北
側
の
ト
イ
レ
は
７
月
中
句
唄
に

改
修
を
終
え
、
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。引
き
統
き
、野
外
ス
テ
ー

ジ
両
側
と
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
人
側
の

ト
イ
レ
を
改
修
す
る
ほ
か
、
ふ
れ

あ
い
動
物
国
付
近
に
親
子
で
使
え

る
ト
イ
レ
を
坤
設
し
ま
す
。

令
和
２
午
３
月
下
句
唄
ま
で
の

Ｉ
＋
別
問
中
は
該
当
の
ト
イ
レ
は

使
え
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
作

業
者
が
発
生
し
た
り
、　
一
部
田
路

が
狭
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

圃
　
総
合
公
剛
管
理
■
務
所
△
３５

湘
南
海
岸
公
同
内
に
臨
時
有

料
駐
車
場
を
開
設

湘
市
ベ
ル
マ
ー
レ
ひ
ら
つ
か

ビ
ー
チ
パ
ー
ク
（高
浜
台
３３
‐
ｌ
）

に

一
朴
近
い
肌
中
勃
で
す
。

９
月
１
日
ま
で
の
上
。日
配
日
・

机

Ｈ

と

８
月

１３

日

（
火

）
～

１５

日

（本

）
・
２３
日

（企

）
、
午
前

７
時

３０

分

～
午

後

６
時

（洲

苗

ひ

ら

つ
か

花
火
大
会

開
＝

日
は

９
時
ま

で
）
。

固

　
み
ど
り
公
田

・
水
辺
課

な
２‐

鰤

天

中

ｌｌｉ
。
パ

ッ
テ

ィ

ン

グ

パ

レ

ス
＝

石

ス
タ
ジ

ア
ム
ひ
ら

つ
か
。

大

学

野

球

日

本

代

表

の
強

化

合

宙

７
月

１０

Ｈ

（
水

）
～

１３

日

（
上

）
、

午

前

９
時

（
１０

日

は
午

後

１
時

）
。

全

Ｎ

南

等

学

校

野

球

選

手

韓

　

榊

余

川

大

会

　

７
月

１４

日

（
日

）
～

２３

Ｈ

（火

）
。
外

１
試

合

は
午

前

１１
時

、

分

２
試

合

は
午

後

１
時

３０
分

に

開

始

。

削
円

、

中

学

生

。
出

校

上

馴

円

。

詳

し

く

は
県

市

件

学

校

野

球

述

阻

ウ

ェ
ブ

を

ご

比

く

だ

さ

い
。

□

　

総

合

公

Ｈ

管

叫
事

務

所

奮
３５

キ
Ｊ
守
ω
持
の
Ｃ
声
ω
ｍ
０
０
α
口
軍
目
否
辰

イ

ン

ス
タ

グ

ラ

ム

で
持
す
【Ｓ
Ｈ留

声
”
も

（と

の

ハ

ッ
シ

ュ
タ

グ

が

付

い

て

い

る

投

稿

与

典

の

パ

ネ

ル

民

で
す

。

今

回

は

「
総

合

公

聞

」
を

テ

ー

マ

に

し

た

３０

枚

を

展

示

し

ま

す

。
７
月

１６

Ｈ

（
火

）
～

２８

日

（
Ｈ

）
、

午

前

１０
時

～

午

後

１０
時

。

ラ

ス
カ

平

塚

５
階

（生

町

ｌ
ｌ

ｌ
）
。

圃

　

秘
沓
広
＝
課

倉
２‐
１

８
５
５
６

ひらつか
一

`舟
―
~バ

海水浴期間は7月 13日 (土 )～ 9月

1日 (日 )です。7月 13日 に海開きイ
ベントをするほか、期間中は、辺

末なとにビーチスポーツの大会や

体験会を開きます。湘南ベルマー ′

レひらつかピーチバーク by sho

nanzoen(高 浜台331)。

IF口珂1 湘南ひらつかピーチセンター
a23-4781

日 (

県選出議員選挙と比例代表選出議員選挙の二つの選挙です。

投票所入場整理券

7月 上旬に封書 (1世帯 1通 )で郵送 します。自分の氏名が

表示されている整理券を投票所へお持ちください。紛失し

てしまった場合は、市選挙管理委員会事務局までお問い合

わせください。紛失しても選挙人名簿に登録されていれば

投票できます。投票所で申し出てください。

選挙公報は新聞折り込みで

候補者の政見を掲載した選挙公報は、7月 中旬に新聞に

折り込みます。市役所や各公民館などにもあります。郵送

を希望する場合は、市選挙管理員会事務局までお問い合わ

せください。県選挙管理委員会事務局ウェブでもご覧いた

だけます。

期日前投票所は4カ所

投票日に仕事やレジヤーなどで投票できない方は、投票

所入場整理券を持つて、次の期日前投票所へお越しくださ

い。①市役所本館3F皆 304会議室 7月 5日 (金 )～ 20日 (土 )、
年前8時30分～午後8時②金目公民館 (南金目966)神 田公
民館 (田村3125)金 田公民齢 (入野1081)14日 (日 )～
20日 、年前9時 ～年後6時。

病院や老人ホームで投票

指定病院 指定老人ホームなどに入所している方は施設
で不在者投票ができますので、施設長に申し出てください。

投票所力1変わります

四之宮3～ 6丁目、東莫±2丁目1～ 4番にお住まいの方は、

投票所が大野小学校 (東真±211)か らさくら幼稚囲 (東真
±2-卜50)に変わります。

郵便で不在者投票

身体障がい者手帳 戦鬱病者手帳 介護保険者証 (要介
護5)を持つていて、一定の要件に該当する方は、郵便で投

票できます。あら力ゝじめ「郵便等投票証明書」の交付申請を

する必要があります。希望する方は早めに市選挙管理委員

会事務局までお問い合わせください。すでに同証明書を交

付されている方は、証明書を添えて投票用紙を同事務局に

請求してください。請求期限は7月 17日 (水 )です。

固 選挙管理委員会事務局な21-8795



平塚市選挙管理委員会からのお知らせ

第 25 ロ 参議院議員通常選挙

投票日時 :令和元年 7月 21日 (日 )午前 7時～午後8時

1 投票所について
。投票日当日の投票は、定められた投票所でしか行うことができませんのでご注意ください。

投票所は、同封の投票所入場整理券に記載しておりますので、ご確認ください。

※投票所にお越しの際は、なるべく公共交通機関をご利用ください。

2 投票所の変更について
。以下の区既にお住まいの方は、投票所が変更となつています。

※四之宮3丁目～6丁目、東真± 2丁目1番～4番にお住まいの方の投票所⇒平塚市立さくら幼稚園

3 投票所入場整理券 について
。ご自分の氏名が表示されている投票所入場整理券を投票所にお持ちください。

・紛失されても投票できますので、投票所の受付でお申し出ください。

・令和元年 6月 17日 (月 )現在で作成しております。作成後に死亡された方や転出された方にも郵送
されることがありますので、ご了承ください。

4 選挙公報 について
。選挙公報は、新聞折り込みで 7月中旬頃お届けします。新間を購読されていない方やご希望される

場合には郵送しますので、平塚市選挙管理委員会にお申し出ください。

折り込み新聞 :朝日、神奈川、産経、東京、日本経済、毎日、読売 (五十音順 )

市役所、各公民館にも 7月中旬頃備え付ける予定です。

神奈川県選挙管理委員会ホームページにも掲載されます。

5 期 日前投票及び不在者投票について
。投票日に、仕事やレジャー等で投票所に行くことができない方は、期日前投票をご利用ください。

・期日前投票の詳細については、同封したチラシをご覧ください。

・不在者投票の詳細については、裏面をご覧ください。

平塚市選挙管理委員会のホームページは、

選挙に関する情報がご覧になれます。

平塚市選挙管理委員会 でご覧ください。

投票日当日の年前 9時から開票確定までホームページで投 。開票速報をお知らせします。

なお、ご不明な点はお早めに選挙管理委員会までお問い合わせください。

口

平 塚 市 選 挙 管 理 委 員 会

〒254-8686 平塚市浅問町 9番 1号
0463-23-1111(代表) 内線2103、 2494、 2495
0463-21-8795(1重週ヨ)

電話



不在者投票 (滞在地、指定施設、郵便等)についで

1 滞在地での不在者投票
出張・旅行・出産等で平塚市外に滞在中の方は、滞在先の選挙管理委員会で不在者投票ができます。

滞在地での不在者投票を希望される方 |よ、「不在者投票請求書 (兼宣誓書 )」 に必要事項をご言己入のうえ＼

平塚市選挙管理委員会に直接叉 |よ郵便で提出してください (FAX、 メール不可 )。
「不在者投票請求書 (兼宣誓書)Jは平塚市選挙管理委員会ホームページからタウンロードできます。

事前の申請が必要となりますので、詳しくは平塚市選挙管理委員会にお早めにお問い合わせください。

2 病院・老人ホーム等の施設 (都道府県の選挙管理委 会が指定している施設)での不在者投票
病院・老人ホーム等に入院、入所している方は、その施設が都道府県の選挙管理委員会に指定をされて

いればその施設で不在者投票ができます。詳しくはお早めに入院・入所している施設にご確認ください。

3 郵便等による不在者投票
身体障害者手帳・戦傷病者手帳をお持ちの方や介護保険の被保険者証をお持ちの方で、下記の表のOに
当てはまる方は郵便等で不在者投票ができます。ただし、事前に「郵便等投票証明書」の交付を受けるこ

とが必要です。

身
体
障
害
者
手
帳

障がい名

障がいの程度

1

級

２
　

級

3

級

両下肢、体幹又は移動機能

の障がい

心1蔵、じん臓、呼吸器、ぼうこう、

直腸又は小腸の障がい

免疫。日干臓の障がい ○

○初めて郵便等による不在者投票を行いたい方 ⇒
○既に「垂[便等投票証明書」の交付を受けている方

戦
傷
病
者
手
帳

障がい名

障がいの程度

特別

項症

第 1

項症

第 2

項症

第 3

項症

両下肢叉は体幹の障がい

心臓、じんl蔵、呼吸器、

ぼうこう、直腸、小腸又は

肝臓の障がい

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

要介護

区分

要介護

5

以下の①、②の手続きを取つてください。

⇒ 以下の②の手続きを取つてください。

①郵便等投票証明書の交付申請

「郵便等投票証明書Jの交付を希望される方は、「郵便等投票証明書交付申請書」に必要事項をご記入の
うえ、身体障害者手帳、戦傷病者手帳、又は介護保険の被保険者証を添えて、平塚市選挙管理委員会に

提出してください。「郵便等投票証明書交付申請書」は平塚市選挙管理委員会のホームページからダウン

□―ドできます。

②投票用紙及び投票用封筒の交付請求

「郵便等による不在者投票投票用紙等請求善」に必要事項をご記入のうえ、郵便等投票証明書を添えて、

平塚市選挙管理委員会に提出してください。「郵便等による不在者投票投票用紙等請求書」は平塚市選挙

管理委員会のホームページからダウンロードできます。

投票用紙等の請求は、 7月 47日 (水 )午後 5時 (必着)ま でできます。
なお、郵便等による不在者投票をすることができる方で、下記の表のOに 当てはまる方は、予め平塚市
選挙管理委員会に届け出た方が代わりに投票用紙等に記載できます。

身体障害者手帳

F章がしヽ名

障がいの程度

1級

上肢又は視覚の障がい

戦傷病者手l「て

[草ア〕ヾい名

障がいの程度

別

症

特

項

第 1

項症

第 2

項症

上肢又は視覚の障がい ○

ご不明な点がありましたら、平塚市選挙管理委員会までお問い合わせください。



期閣前
1投
撃な:だ
｀
利用く,ださに,ヽ

投票日当日に、仕事や レジャー等で投票所へ行くことができない方は、下記 4か所の期日前投票所に
おいて投票することができます。

期日前投票を行う際は、同封したご自分の「投票所入場整理券±_良亘の_[郷旦並投墓真蓋貴J_L坐璽
事項をど記入の つ アと 、 期日前投票所へお持ちください。

期日前投票所 (※期間・時間帯が異なりますのでご注意ください。)

※期日前投票所にお越しの際は、なるべく公共交通機関をご利用ください。

※期日前投票所は大変混み合うことがございますので、ご了承ください。

日   日寺
7月 5日 (金 )～ 7月 20日 (上 )

午前 8時 30分～年後 8時
江陽中学校北 ∩
福祉会館
●

平塚市役 本館

中央
公民館

N

①  藉螂 宮

国迫 1号線

八幡宮前 平塚駅

―
―
―
―
―
ヨ
α

平塚市役所別館

江陽中学校
○

平塚
八幡宮 バス停

市

場   所
①平塚市役所本館 3階 304会議室
(浅間町 9番 1号 )

注意事項

・駐車場の詳細は、真面をご覧くださいの

。3階にお越 tノの際は、エレベーター在

ご利用 <ださい。

○市役所期 日前投票所ヘバスでお越 しの際は、平塚駅北ロバスターミナル 6番乗 り場か ら乗車 し、
「市役所前」バス停で下車してください。

日 日ミ子 7月 14日 (日 )～ 7月 20日 (土 )午 前 9時～午後 6時

場   所
②金目公民館図書室

(南金目966番地 )
③神田公民館会議室

(田村三丁目12番 5号 )
④金田公民館体育館
(入野 108番地の 1)

地

N

①

a 信用命庫

口〇
金曰J ⅢIA

卍
光
'月

寺 ●金 自幼lH固

金□公民館

金目中学叡

① □
区コ

咽

匝:因

N

①

嘩 所~
N

①
バスl,
金田公民餌

少林寺

卍

A湘 雨金田貢所

金田公民館
灯l,住 回

バス俸 八坂 1申 社
th田 キ

注意事項 。期日前投票期間と時間が市役所木館期日前投票所と異なりますので＼ご注意ください。



レ
ｂ
■
■

期日前投票所駐車場 (市役所本館 )の ご案内

(厚木方面)

警察署
県合同庁舎前

l大島方面)

平塚警察署入□

浅間緑地

※辞車できません企

平塚市役所別館
※駐車できません。

一方通行 ●

江陽中学校北

中央公民館

平塚郵便局

郵便局前

市役所北

平塚市役所前
（追
分
方
面
）

八 幡 山 公 園

卜＼

●0●

消防署

文化ゾーン

第 1(図書館)駐車場

市役所駐車場

:巻歩
=委
慧I

I… ._.___!革 ‐
“…
■

,li薄二

rilill::::

一‐博物館ｉ

一一

l ホームセンター  |

平塚市役所本館

文化ゾーン

第2(博物館)駐車場

期日前投票所

美術館

文化ゾーン

第3(美術館)駐車場

江 陽 中 学 校

→

。期日前投票期間中、各駐車場は大変

混雑することが見込まれますので、

公共交通機関のご利用にご協力くだ

さい。

。お車でお越しの際は、市役所駐車場、

文化ゾーン第 1(図書館)駐車場、
文化ゾーン第 2(博物館)駐車場及び
文化ゾーン第 3(美術館 )駐車場を
ご利用いただけます。

駐車場に出入庫する際は、原員!左折

でお願いします。

。上記の各駐車場をご利用の際、出庫説

に必ず期日前投票所職員に駐車券を

提示し、認証処理を受けてください。

入庫 1時間は無料となります。

・認証処理を受けない場合、入暉時=
ら料金が発生しますので、ご注意く

ださい。

・車高が 21 00mmを 超える車両 は、

文化ゾーン第 1(図書館)駐車場又は

文化ゾーン第 2(博物館)駐車場を
ご利用ください。

平塚郵便局前

(国道 1号線方面)
(国道 1号線・平塚駅方面)



平塚市選挙管理委員会からのお矢口らせ

第25 ロ 参議院議員通常選挙

投票日時 :令和元年 7月 21日 (日 )午前 7時～午後8時

平塚市から転出された方で、平塚市の選挙人名簿に登録されている方へのお知らせです。

1 現住所地の選挙人名簿に全録されていない方は、次のとおり投票することができます。

(1)投票日当日に平塚市の投票所で投票される方

同封の「投票所入場整理券」に記載されている平塚市の投票所で投票できますので、言己載されて

いる投票所に「投票所入場整理券」をお持ちください。

投票日当日の投票は、定められた投票所でしか行つ ことができませんのでご注意ください。

(2)平塚市の期日前投票所で投票される方

期日前投票の期間中に、平塚市の期日前投票所 (4か所)で投票できますので、「投票所入場整

理券」裏面の「期日前投票宣警書Jに必要事項をご記入のうえお持ちください。

期日前投票所の詳細は別紙をご覧ください。

(3)現住所地の選挙管理委員会で不在者投票される方
このお知らせ裏面の「不在者投票請求書 (兼宣誓書 )」 に必要事項をご記入のうえ、お早めに

平塚市選挙管理委員会あてに投票用紙等の交付を直接又は郵便で請求してください。投票用紙等が

届いたら、不在者投票期間中のなるべく早い時期に現住所地の選挙管理委員会で不在者投票をして

ください。

2 平成 31年 4月 3日 までに現住所地へ転入届をされ、継続して 3か月以上現住所地に住民登録をした

ことがある方は、現住所地の選挙人名簿に登録されている場合がありますので、投票所入場整理券が郵送

されても平塚市では投票できない可能性があります。現住所地で投票できるかどうかは、現住所地の選挙

管理委員会にお問い合わせください。

なお、ど不明な点はお早めに平塚市選挙管理委員会までお問い合わせください。

平 塚 市 選 挙 管 理 委 員 会

〒254-8686 平塚市浅間町 9番 1号

電言舌 0463-23-1111(代 表) 内線2103、 2494、 2495

0463-21-8795(1重 週邑)



請  求  書 (兼宣誓書 )

私は、令和元年 7月 21日執行の第 25回参議院議員通常選挙の当日、次の不在者投票の理

由に該当する見込みですので、投票用紙及び投票用封筒の交付を請求します。

〔理  由 (該当する理由の□にレを記入してください。)〕
□仕事、学業、その他 (           )に 従事

□用事、レジャー等のため、他の市区町村又は投票区外に外出、旅行、滞在

□病気、負傷、出産、身体障害等のため歩行が困難

□住所移転のため、他の市区町村に居住

□天災又は悪天候のため、投票所に到達することが困難

上記は、真実であることを誓います。

令和元年  月  日

(提出先)平塚市選挙管理委員会委員長

事務処理 l「束]

投  票  区

名 簿 の 表 示

1不在者投票事務処理票
(Bカ ー ド)へ の記載

現  住  所
及    び
電 話 番 号

( T )

(電話番号 )

選 挙 人 名 簿
に記 載 さ れ

て い る住 所

平塚市

フ リ ガ ナ

選 挙 人 氏 名

生 年 月 日

明 治
大 正
日召  不日

平 成

年 月 日

投 票 用 紙 等
の 送 付 先

(上記の現住所と同じ場合については、記載不要です。)

(〒   ―    )

不在者投票に

出向く予定の

市 区 町 村

(市・区・町・村名 (施設で投票する場合は施設名)を記入してください。)



即 Fヨ前投梨を if利用くださ t′札

投票日当日に、仕事やレジャー等で投票所へ行くことができない方は、下記 4か所の期日前投票所に

おいて投票することができます。

期日前投票を行う際は、同封したご自分の「投票所入場整理券」裏面の「期日前投票宣害謬Jに必要
事項をご記入のうえ、期日前投票所へお持ちください。

期日前投票所 (※期間・時間帯が異なりますのでご注意ください。)

※期日前投票所にお越しの際は、なるべく公共交通機関をご邪J用ください。

※期日前投票所は大変混み合うことがございますので、ご了承ください。

日ミ子
7月 5日 (金 )～ 7月 20日 (土 )

午前 8時 30分～午後 8時
江陽 ∩
福祉会館 役所本館
●

中央
公民館●

N   平塚郵便局前

①
崇善小学校

○

国道 1号線

崇善小 八中番宮前 駅

平塚市役所別館

江陽中学校

①
場   所

①平塚市役所本館 3階 304会議室
(浅間町 9番 1号 )

注意事項

・蹴中場の詳細は、裏両をご覧くださ (′ .ヽ

,3階にお越しの際は、エレベーターを
ごテ「!用 くださ(ッ (ヽ,

○市役所期日前投票所ヘバスでお越 しの際は、平塚駅北ロバスターミナル 6番乗り場から乗車し、
「市役所前」バス停で下車してください。

日   時 7月 14日 (日 )～ 7月 20日 (土)午 前 9時～午後 6時

場   所
②金目公民館図書室

(南金目966番地 )
③神田公民館会議室

(田村三丁目 12番 5号 )
④金田公民館体育館

(入野 108番地の1)

地   図

N

①

信用金l重

①
金自小争イメ

●金自灯liH回光閉寺

金目中学1棄

〇

金目公民館

7路

□
□

咽

○ 平塚湘風馬

N

①
サニーメ

秀
和
平
塚
●

駐在所~
N

①
パス停
金田公民館

少ナス寺

卍

A湘 雨金田又所

幼 l■回 ● 耳

人坂神社

編ロキ

注意事項 ・期日前投票期間と時間が市役所本館期日前投票所と異なりますので、ご注意くださいの



期 日前投票所駐車場 (市役所本館 )の ご案内

レ
ｂ
■
■

(大島方面)

八 幡 山 公 園

(厚木方面 )

平塚警察署入□

浅間緑地

※駐車できません。

江陽中学校北

中央公民館

平塚郵便局

郵便局前 → 一方通行 ●

県合同庁合前

市役所北

平塚市役所前
（追
分
方
面
）

＼

清防署

文化ゾーン

第 1(図書館)駐車場

市役所駐車場

警察署

平塚市役所本館

図書館

博物館

教育会館

青少年会館

センダー

文化ゾーン

第2(博物館)駐車場

期日前投票所

美術館

文化ゾーン

第 3(美術館)駐車場

平塚市役所別館
※駐車できません。

江 陽 中 学 校

●

●●●

。期日前投票期間中、各駐車場は大変

混雑することが見込まれますので、

公共交通機関のご利用にご協力くだ

さい。

。お車でお越しの際は、市役所駐車場、

文化ゾーン第 1(図書館)駐車場、
文化ゾーン第 2(博物館)駐車場及び
文化ゾーン第 3(美術館)駐車場を
ご利用いただけます。

駐車場に出入庫する際は、原員!左抒

でお願いします。

。上記の各駐車場をご利用の際＼占庫乱

に必ず期日前投票所職員に駐車券を

提示 し、認証処理を受けてくださいG

入庫 1時間は無料となります。

認証処理を受けない場合＼

ら料金が発生 しますので、

ださい。

・車高が 21 00mmを 超える車両 は、

文化ゾーン第 1(図書館)駐車場又は

文化ゾーン第 2(博物館)駐車場を
ご利用ください。

八 !革 |■
'!

ご注意 く

平塚郵便局前

(国道 1号線方面 )
(国道 1号線・平塚駅方面)



平塚市内の不在者投票指定施設（病院・老人ホーム等）

　ア　病院

施設名 所在地

平塚市民病院 平塚市南原1-19-1

医療法人財団倉田会くらた病院 平塚市東真土4-5-26

医療法人研水会平塚病院 平塚市出縄476

平塚十全病院 平塚市出縄550

国家公務員共済組合連合会総合病院平塚共済病院 平塚市追分9-11

医療法人社団清風会富士見台病院 平塚市土屋1645

社会福祉法人恩賜財団済生会湘南平塚病院 平塚市宮松町18-1

医療法人研水会高根台病院 平塚市高根191

社会福祉法人恩賜財団済生会湘南苑 平塚市立野町37-1

医療法人財団倉田会しんど老人保健施設 平塚市東真土4-5-27

財団法人社団康心会介護老人保健施設湘南シルバーガーデン 平塚市袖ケ浜1-12

医療法人研水会介護老人保健施設あさひの郷 平塚市出縄88

ふれあい平塚ホスピタル 平塚市袖ケ浜1-12

医療法人財団湘風会介護老人保健施設フィオーレ湘南真田 平塚市真田3-1-1

　イ　老人ホーム

施設名 所在地

平塚養護老人ホーム 平塚市御殿2-17-42

軽費老人ホームつちやホーム 平塚市土屋2196

社会福祉法人研水会高根台ホーム 平塚市万田888-1

平塚特別養護老人ホーム 平塚市御殿2-17-42

特別養護老人ホーム平塚富士白苑 平塚市唐ケ原1

土屋社会福祉会特別養護老人ホームローズヒル 平塚市土屋2198

社会福祉法人惠伸会サンレジデンス湘南 平塚市田村2-11-5

社会福祉法人湘南曽寿会特別養護老人ホーム豊田敬愛ホーム 平塚市南豊田85-1

社会福祉法人則信会ういすたりあ 平塚市西真土4-23-35

SOMPOケアラヴィーレ湘南平塚 平塚市西八幡1-7-30

社会福祉法人平塚あさひ会特別養護老人ホームれんげの郷 平塚市公所705-1

慶愛苑平塚 平塚市東中原2-1-5

ココファンメゾン湘南平 平塚市万田483-1

ミモザ平塚高浜台 平塚市高浜台19-19

ビータスホーム 平塚市御殿4-1-33



施設名 所在地

湘南ふれあいの園平塚 平塚市袖ケ浜1-12

サンガーデン湘南 平塚市中堂18-4

ココファンメゾンあさひ 平塚市万田974-1

社会福祉法人藤心会特別養護老人ホームふじの郷 平塚市大島190

社会福祉法人真幸会ケアハウス湘南の里 平塚市万田939-4

ココファンメゾン四之宮 平塚市四之宮1-3-66

特別養護老人ホーム陽だまりの丘 平塚市岡崎4015-1

メディカルホームメディトピア真田 平塚市真田2-6-27

くらスマイル平塚 平塚市万田98

ココファンメゾン四之宮Ⅱ 平塚市四之宮1-3-66

シニアフォレスト湘南平塚 平塚市東真土2-5-10

ここち平塚 平塚市四之宮2-11-37

SOMPOケアラヴィーレ湘南平塚弐番館 平塚市四之宮1-7-27

地域密着型介護付有料老人ホーム悠悠みらい 平塚市入野70

ミモザ湘南平塚 平塚市東真土1-8-3

特別養護老人ホームれんげの郷アネックス 平塚市公所464-1

住宅型有料老人ホームアスカ 平塚市高根16-1

株式会社ベネッセスタイルケアここち平塚弐番館 平塚市黒部丘12-34

社会福祉法人和心知会特別養護老人ホームわしんち元気・平塚 平塚市片岡833-10

特別養護老人ホームカメリア桜ケ丘 平塚市桜ケ丘5-26

ひらつか悠生苑 平塚市徳延4

特別養護老人ホームあしたば 平塚市真田2-7-21

特別養護老人ホームローズヒル東八幡 平塚市東八幡4-19-14

住宅型有料老人ホームクローバーライフ平塚 平塚市東八幡2-4-8

　ウ　身体障害者支援施設

施設名 所在地

貴峯荘 平塚市達上ケ丘1-9

社会福祉法人至泉会ソーレ平塚 平塚市寺田縄265-1

貴峯荘湘南の丘 平塚市達上ケ丘1-9

　エ　保護施設

施設名 所在地

平塚ふじみ園 平塚市四之宮6-15-1
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